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平
成　

年
度
の
取
り
組
み

２２

２
月　

日
新
庁
舎
の
議
場
に
お
い
て
、
初
め
て
の
議
会
と
な
る
平
成　

年
３
月
定
例
市
議
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で

２６

２２

宮
本
市
長
は
、
就
任
２
年
目
と
な
る
平
成　

年
度
の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２２

　

私
が
、
昨
年
４
月
に
第
２
代
市
長
に
就

任
し
て
以
来
、
約
１
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
昨
年
の
衆
議
院

選
挙
で
の
政
権
交
代
、
９
月
に
は
鳩
山
新

政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
政
策
が
変
化
す

る
中
、
市
議
会
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
と
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い

励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
全
力
で
対
応
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
新
政
権
初
の
本
格
的

な
予
算
と
な
る
、
総
額　

兆
２
、
９
９
２

９２

億
円
に
の
ぼ
る
平
成　

年
度
予
算
案
が
提

２２

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」の
考
え
方

の
も
と
、
公
共
事
業
予
算
が　

・
３
㌫
削

１８

減
さ
れ
る
一
方
で
、「
子
ど
も
手
当
の
創

設
」
や
「
高
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
」

な
ど
社
会
保
障
費
や
文
教
科
学
費
に
重
点

的
な
予
算
配
分
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
予
算
編
成
方
針
が
大
き
く
見
直
さ

れ
る
な
か
、
本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
予

算
案
を
精
査
し
、　

億
円
を
超
え
る
子
ど

２５

も
手
当
の
支
給
や
、
農
業
の
戸
別
所
得
補

償
制
度
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど
、
新
た
な
政
策

に
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

○
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
（
長
崎

ル
ー
ト
）

　

現
在
、
平
成　

年
の
完
成
を
目
指
し
武

３０

雄
温
泉
か
ら
諫
早
間
の
建
設
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
新
幹
線
の
効
果
を
最
大

限
に
発
揮
す
る
た
め
に
、
長
崎
延
伸
の
早

期
認
可
と
併
せ
て
、
肥
前
山
口
か
ら
武
雄

温
泉
間
の
複
線

化
の
早
期
着
工

に
つ
い
て
も
、

県
な
ら
び
に
関

係
自
治
体
と
と

も
に
、
国
に
対

し
て
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

イメージイラスト

新議場での初議会に臨む宮本市長
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○
本
明
川
ダ
ム

　

昨
年　

月
に
「
で
き
る
だ
け
ダ
ム
に
た

１２

よ
ら
な
い
治
水
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

全
国　

の
ダ
ム
事
業
と
と
も
に
、「
新
た
な

８９

基
準
」
に
沿
っ
て
検
証
す
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
現
段
階
の
事
業
を
継
続

す
る
費
用
が
平
成　

年
度
政
府
予
算
案
に

２２

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
検
証
結
果
が
明

ら
か
に
な
る
の
は
、
平
成　

年
夏
以
降
に

２３

な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
動
向
に
注
視
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
開
門
調
査
の

２２

可
否
を
検
討
す
る
た
め
の
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の

中
で
、
防
災
や
農
業
、
漁
業
に
対
す
る
影

響
を
き
ち
ん
と
検
証
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
や
諫
早
湾
防
災
干
拓
事
業

推
進
連
絡
本
部
、
小
長
井
町
漁
協
な
ど
の

関
係
機

関
と
連

携
し
、協

調
し
な

が
ら
対

応
し
て

い
き
ま

す
。

○
広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備

　

国
道　

号
森
山
拡
幅
事
業
の
う
ち
、
宗

５７

方
交
差
点
か
ら
長
野
町
交
差
点
間
が
本
年

３
月
に
完
成
し
、
尾
崎
交
差
点
か
ら
長
野

町
交
差
点
間
の
１
・
６
キ
ロ�
が
全
線
供

用
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
国
道
２
０
７
号
長
田
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
は
、
正
久
寺
町
ま
で
の
約
１
・

４
キ
ロ�
が
、
本
年
３
月
の
供
用
開
始
に

向
け
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

一
部
の
区
間
で
予
想
以
上
の
盛
土
の
沈
下

が
発
生
し
て
お
り
、
対
策
工
法
に
日
数
を

要
す
る
た
め
、
開
通
時
期
に
つ
い
て
は
未

定
で
あ
る
と
の
報
告
を
県
か
ら
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」
の
雲

仙
市
愛
野
町
か
ら
尾
崎
交
差
点
間
に
つ
い

て
は
、
森
山
町
田
尻
か
ら
尾
崎
交
差
点
間

の
約
５
キ
ロ�
が
国
直
轄
事
業
と
し
て
、

ま
た
、
雲
仙
市
愛
野
町
か
ら
森
山
町
田
尻

間
約
２
キ
ロ�
が
、
県
営
事
業
「
国
道
２

５
１
号
愛
野
森
山
バ
イ
パ
ス
」
と
し
て
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
道　

号
本
野

３４

入
口
交
差
点
に
つ

い
て
も
、
地
元
と
の

協
議
が
完
了
し
た

の
で
、
早
期
完
成
に

向
け
整
備
促
進
を

国
に
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　

市
政
に
お
い
て
も
、
国
や
社
会
動
向
の

変
化
、
現
下
の
経
済
の
状
況
な
ど
を
考
え
、

こ
れ
ま
で
の
政
策
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直

し
、
ム
ダ
を
省
い
た
行
財
政
改
革
を
い
っ

そ
う
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
常
に
市
民
の
目
線
と
感
覚
で
物

事
を
考
え
る
視
点
を
大
切
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
何
を
考
え
、
何
を
求
め
て
い
る
の

か
、
そ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
に
す
べ
き
か
を
常
に
考
え
る
「
生

活
密
着
宣
言
」
を
す
べ
て
の
根
幹
に
据
え
、

地
域
の
自
然
や
風
土
、
伝
統
・
文
化
、
暮

ら
し
や
す
い
生
活
環
境
を
守
り
育
て
な
が

ら
、「
希
望
と
安
心
の
ま
ち　

ひ
と
が
輝
く

創
造
都
市
・
諫
早
」
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

北部排水門

国道５７号宗方交差点付近
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◎
健
や
か
な
ひ
と
づ
く
り

●
「
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
」
に

つ
い
て
は
、
本
年　

月
診
療
分
か
ら
、
市

１０

へ
の
申
請
が
必
要
な
い
、
現
物
給
付
方
式

に
移
行
し
ま
す
。

●
新
た
に
創
設
さ
れ
る
「
子
ど
も
手
当
」

に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
と
合
わ
せ
約　
２５

億
８
千
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
６
月
か

ら
の
支
給
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、　

月
か

１２

ら
父
子
家
庭
に
も
支
給
す
る
予
定
で
あ

り
、
周
知
に
努
め
ま
す
。

●
定
員
増
を
伴
う
民
間
保
育
所
の
施
設
整

備
の
支
援
と
と
も
に
、
上
山
小
学
校
区
の

学
童
保
育
の
ク
ラ
ブ
舎
を
移
転
整
備
す
る

な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
西
諫

早
小
学
校
、
小
野
中
学
校
お
よ
び
高
来
中

学
校
の
校
舎
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま

た
、
児
童
数
が
増
加
し
て
い
る
真
城
小
学

校
の
増
築
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●「（
仮
称
）東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」に

つ
い
て
は
、
西
里
町
の
諫
早
市
土
地
開
発

公
社
所
有
地
と
併
せ
、
隣
接
す
る
民
有
地

の
購
入
と
設
計
業
務
を
進
め
ま
す
。

●
米
飯
給
食
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
週
３
回
か
ら
週
４
回
に
拡
大

し
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り

●
核
軍
縮
へ
の
世
界
的
な
機
運
が
高
ま
る

な
か
、「
平
和
都
市
諫
早
宣
言
」を
基
本
に
、

被
爆
や
戦
争
体
験
の
収
集
、
デ
ー
タ
化
に

取
り
組
み
、
そ
の
継
承
に
努
め
ま
す
。

●
「（
仮
称
）
歴
史
文
化
館
」
に
つ
い
て

は
、
現
在
建
設
基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め

て
お
り
、
こ
の
構
想
を
も
と
に
設
計
に
着

手
し
ま
す
。

●
「
い
い
も
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
」
に

つ
い
て
は
、
駐
車
場
を
拡
張
し
、
長
崎
県

美
術
館
移
動
展
を
開
催
す
る
な
ど
芸
術
鑑

賞
の
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。

●
国
体
の
平
成　

年
長
崎
開
催
に
向
け
、

２６

市
内
の
各
界
各
層
か
ら
な
る
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、
広
報
・
啓
発
活
動
に
よ
り
市

民
総
参
加
の
国
体
へ
の
機
運
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

●
県
立
総
合
運
動
公
園
の
北
側
駐
車
場
な

ど
に
計
画
し
て
い
る
市
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
建
設
に
着
手
し
、
平
成　

年
度
の
完

２３

成
を
目
指
し
ま
す
。

●
「（
仮
称
）
小
長
井
・
高
来
地
域
体
育

館
」
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
体
育
館
の
再

整
備
と
併
せ
て
本
年
末
の
完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◎
魅
力
あ
る
農
林
水
産
業

●
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
な
ど
の

担
い
手
の
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た

に
施
設
園
芸
農
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
水
田
農
業
で
は
、「
戸
別
所
得
補
償
制

度
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
米
を

対
象
に
し
た
モ
デ
ル
対
策
が
実
施
さ
れ
る

の
で
、
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

●
農
作
物
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
つ
い
て

は
、
防
護
柵
の
設
置
な
ど
と
と
も
に
、
捕

獲
奨
励
金
を
増
額
す
る
な
ど
、
対
策
を
強

化
し
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

●
水
産
業
に
つ
い
て
は
、「
つ
く
り
育
て
る

漁
業
」
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
藻

場
な
ど
の
機
能
維
持
・
回
復
を
図
る
事
業

を
進
め
ま
す
。

◎
活
力
あ
る
商
工
業

●
市
内
中
小
企
業
者
の
円
滑
な
資
金
調
達

を
図
る
た
め
、
利
率
の
低
減
や
返
済
期
間

の
延
長
を
行
う
と
と
も
に
、
融
資
枠
の
拡

大
や
保
証
料
の
一
部
を
補
給
す
る
制
度
を

継
続
し
ま
す
。

　

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

●
コ
ン
パ
ク
ト
で
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
冬
に
は
諫
早
駅

前
エ
リ
ア
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大

す
る
事
業
を
支
援
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

●
庁
舎
跡
地
に
つ
い
て
は
、
市
民
交
流
の

場
と
な
る
芝
生
広
場
と
庁
舎
駐
車
場
の
整

備
を
行
い
、
平
成　

年
秋
の
供
用
開
始
を

２３

予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
交
流
が
育
て
る
観
光
・
物
産

●
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
龍
馬
伝
」

を
活
用
し
た
関
係
自
治
体
と
の
連
携
事

業
、
諫
早
観
光
物
産
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
が
新
た
に
取
り
組
む
、
宿
泊
を
伴
う
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
へ
の
助
成
事
業
や
高

速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
す
る
情
報
発
信
事

業
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
「
伊
木
力
み
か
ん
」
や
「
小
長
井
牡
蠣
」

な
ど
優
れ
た
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◎
新
た
な
産
業
活
力
の
創
出

●
諫
早
流
通
産
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
に
よ
る
情

報
提
供
や
、
関

係
機
関
と
連
携

し
て
企
業
誘
致

に
さ
ら
に
努
め

ま
す
。

　

輝
く
ひ
と
づ
く
り

以
下
は
、
施
策
の
基
本
方
針
を
総
合
計

画
の
施
策
体
系
に
従
い
説
明
し
た
も

の
で
す
（
抜
粋
）

●
「（
仮
称
）
小
野
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
夏
の
供
用
開
始

を
目
指
し
、引
き
続
き
整
備
を
進
め
ま
す
。
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暮
ら
し
の
充
実

◎
自
然
と
共
生
す
る
暮
ら
し

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

補
助
に
つ
い
て
は
、
一
部
制
度
を
見
直
し

継
続
し
ま
す
。

●
「
諫
早
市
豊
か
な
森
づ
く
り
計
画
」
に

基
づ
き
、
広
葉
樹
植
栽
事
業
や
針
葉
樹
整

備
促
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
森
林

の
保
護
育
成
を
図
り
、
国
土
保
全
、
洪
水

防
止
、
水
源
か
ん
養
な
ど
の
森
林
の
持
つ

公
益
的
機
能
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
安
全
安
心
な
暮
ら
し

●
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
Ｆ
Ｍ

諫
早
の
必
要
な
機
器
の
更
新
お
よ
び
放
送

エ
リ
ア
の
拡
大
を
支
援
し
、
市
役
所
か
ら

直
接
放
送
が
で
き
る
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ

オ
の
設
置
、
緊
急
放
送
時
に
自
動
で
ス

イ
ッ
チ
が
入
る
ラ
ジ
オ
を
公
共
施
設
な
ど

に
配
付
し
ま
す
。

◎
快
適
な
暮
ら
し

●
交
通
不
便
地
域
で
の
公
共
交
通
な
ど
導

入
の
可
能
性
を
調
査
す
る
た
め
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
な
ど
を
運
行
す
る
実
証
実
験
事
業

を
行
う
と
と
も
に
、
公
用
バ
ス
を
市
民
団

体
な
ど
が
行
う
公
益
的
な
活
動
に
利
用
で

き
る
よ
う
運
用
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
見
直
し

案
の
周
知
を
図
り
、
廃
止
・
変
更
の
法
的

手
続
き
を
進
め
ま
す
。

●
人
口
増
加
対
策
な
ど
の
一
環
と
し
て
、

県
か
ら
の
開
発
許
可
な
ど
に
関
す
る
権
限

移
譲
を
含
め
た
適
切
な
土
地
利
用
の
あ
り

方
を
検
討
し
ま
す
。

●
諫
早
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新

幹
線
整
備
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
整

備
の
必
要
性
の
高
い
駅
前
広
場
や
ア
ク
セ

ス
道
路
な
ど
の
整
備
を
中
心
に
整
備
基
本

計
画
を
作
成
し
ま
す
。

●
地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
本

庁
と
出
張
所
間
の
行
政
情
報
の
高
速
デ
ー

タ
通
信
に
も
利
用
可
能
な
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
つ
い
て
、幹
線
網
が
未
整
備
の
大
草
・

伊
木
力
地
区
へ
の
エ
リ
ア
拡
張
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

●
市
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
道
路
、

水
路
な
ど
の
改
修
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
の
生
活
基
盤
整
備
事
業
は
、
バ
ス
停
な

ど
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
実
施
し
て
お

り
、
施
設
の
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

う
地
域
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
に
つ
い
て

も
、
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
公
共
下

水
道
、
集
落
排
水
、
浄
化
槽
の
各
事
業
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
生
活
環
境
の
改

善
と
水
質
保
全
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
お
り
、
新
た
に
有
喜
・
松
里
地
区
漁

業
集
落
排
水
事
業
の
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

●
市
営
鋤
崎
住
宅
に
つ
い
て
は
、
国
道
２

５
１
号
愛
野
森
山
バ
イ
パ
ス
の
施
工
に
伴

い
、
同
じ
地
区
内
の
梅
野
広
場
に
移
転
し

ま
す
。

　

市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

●
支
所
地
域
の
活
性
化
の
促
進
を
目
的

に
、
地
域
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
実

施
す
る
「
地
域
づ
く
り
協
働
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
祭
り
や
運
動
会
な
ど
の
補
助
金

を
一
括
し
、
新
た
に
地
域
活
性
化
経
費
を

加
え
た
自
由
度
の
高
い
制
度
と
し
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

●
地
域
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
新
た
な
地
域
振
興
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

●
新
た
な
活
力
、
魅
力
づ
く
り
を
市
民
と

と
も
に
企
画
・
具
体
化
す
る
取
り
組
み
と

し
て
「
諫
早
ビ
タ
ミ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
施
設
に
つ
い
て
、
有
喜
地
区

は
既
に
建
築
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
９

月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

飯
盛
地
域
に
つ
い
て
は
、
地
元
と
十
分
な

協
議
の
う
え
、
設
計
を
進
め
ま
す
。

◎
未
来
に
続
く
ま
ち
づ
く
り

●
「
市
長
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
に
つ
い
て
、

今
後
は
若
者
な
ど
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

と
も
語
り
合
え
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
と
併
せ
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
対
す

る
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
支
え
合
う
暮
ら
し

●
健
康
診
査
事
業
を
推
進
し
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
特
に
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
に

対
し
検
診
手
帳
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
送

付
や
、
各
地
域
で
の
健
康
教
育
の
開
催
な

ど
に
よ
り
、
受
診
促
進
に
努
め
ま
す
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
保
健
所
、
医
師
会
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
迅
速
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
や
要
介
護
認
定
者
が
増

加
す
る
な
か
、
本
人
や
そ
の
家
族
の
方
々

を
支
援
す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
認
知
症
の
方
に
対
応
し

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
各
支
所

地
域
に
お
け
る
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
引
き

続
き
開
催
し
、

各
種
講
座
の

開
催
や
女
性

の
就
業
支
援
、

相
談
体
制
の

充
実
を
図
り

ま
す
。
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平
成　

年
度
予
算
の
状
況
を

２２

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、現
在
開

２２

会
中
の
３
月
定
例
市
議
会
に
予
算
案
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、諫
早
市
総
合

計
画
の
着
実
な
推
進
と
と
も
に
安
心
感
に
あ
ふ
れ

市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く「
希
望
と
安
心
の
ま
ち
！

ひ
と
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早
」の
実
現
を
目
指
し
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、諫
早
の
魅
力
と
交
流
を
高
め

る
産
業
づ
く
り
、安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、地
域
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
課
題

と
位
置
づ
け
、
財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
５
６
１
億
３
、
０
０

０
万
円
と
な
り
、平
成　

年
度
予
算
と
比
較
し
ま
す

２１

と　

億
９
、
０
０
０
万
円
、
８
・
３�
の
増
で
す
。

４２
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
合
計
で
３
４
７
億
９
１
８

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
を
取
り
込
ん
だ
３
月
補
正
予
算

を
編
成
し
て
い
ま
す
の
で
、当
初
予
算
と
の
切
れ
目

な
い
執
行
に
よ
り
、活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、事

務
・
事
業
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
や
、
合
理
化
・
効

率
化
に
徹
底
的
に
取
り
組
み
、財
政
の
健
全
化
に
努

め
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
財
政
課
）

一般会計とは
　市税や地方交付税などを主な財源と

して市民生活に欠かせない福祉や教

育、道路整備などの事業を行うための

会計です。

特別会計とは
　国民健康保険や老人保健などの特定

の事業を行う場合に、保険料などの特

定の収入でその支出を賄うもので独立

して行うための会計です。

企業会計とは
　水道料金など特定の収入を財源と

し、独立して行う特別会計の中で、地

方公営企業法の適用を受ける会計で

す。

増減率（％）増減額２１年度当初予算額２２年度当初予算額区分

８．３４２億９，０００万円５１８億４，０００万円５６１億３，０００万円　一般会計
２．７９億２，８１８万円３３７億８，１００万円３４７億　９１８万円　特別会計
△０．９△１億７，１００万円１８３億７，８００万円１８２億　７００万円・国民健康保険事業

△７５．０△３，０００万円４，０００万円１，０００万円・老人保健

５．９７，０００万円１１億８，０００万円１２億５，０００万円・後期高齢者医療

３．４３億　１００万円８７億７，５００万円９０億７，６００万円保険事業勘定
・介護保険事業

４．０５０万円１，２５０万円１，３００万円サービス事業勘定

１０．９４億３，３００万円３９億８，２００万円４４億１，５００万円・公共下水道事業

２５．４３億４，１００万円１３億４，５００万円１６億８，６００万円・農業集落排水事業

５．８３８万円６５０万円６８８万円・浄化槽事業

△１．４△５０万円３，４５０万円３，４００万円・駐車場事業

△５８．９△１，６２０万円２，７５０万円１，１３０万円・墓園事業

６．１５２億１，８１８万円８５６億２，１００万円９０８億３，９１８万円一般・特別会計　　計

△５．３△１億４，５８３万円２７億６，３１９万円２６億１，７３６万円収入
収益的

水道事業
企
業
会
計

△３．４△８，６５９万円２５億４，９７１万円２４億６，３１２万円支出

△１１．８△７，３３８万円６億１，９３０万円５億４，５９２万円収入
資本的

△３５．９△８億　７６０万円２２億５，２２２万円１４億４，４６２万円支出

△０．１△１６万円１億９，５３５万円１億９，５１９万円収入
収益的

工業用水道事業
△５．７△１，０９５万円１億９，２４５万円１億８，１５０万円支出

△３９．６△６９８万円１，７６３万円１，０６５万円収入
資本的

４４．９４，４０９万円９，８１１万円１億４，２２０万円支出

平成２２年度予算各会計別概要
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※平成２１年度の歳入および歳出総額は、３月補正後の予算額。同じく年度末基金現在高および年度末市債現在高は、３月補
正時点の年度末見込額。

※平成２２年度の歳入および歳出総額は、当初予算額。同じく年度末基金現在高および年度末市債現在高は、当初予算時点の
年度末見込額。

市の歳入・歳出・基金・市債などの推移（一般会計）

市民一人あたりの市税負担額

約 １０ 万５千円
市税１４９億６，７８２万円の内訳

５５億７，６１１万円 市民税
７１億３，８００万円 固定資産税
３億３，８４０万円 軽自動車税
８億７，７４６万円 市たばこ税
１０億３，４２３万円 都市計画税

３６２万円 入湯税

市民一人あたりの
歳出予算額

約 ３９ 万５千円
（主な支出の内訳）

公
債
費

福
祉
費

教
育
費

健
康
費

都
市
整
備
費

生
活
環
境
費

土
木
費

企
画
振
興
費

約９万４千円 約６万８千円

約４万１千円 約３万４千円

約２万４千円 約２万３千円

約２万円 約２万円

一般会計予算　５６１億３，０００万円

平成２２年度現計予算見込額平成２１年度決算見込額平成２０年度決算額
区　　分

市民一人あたり総　額市民一人あたり総　額市民一人あたり総　額
３９万５千円５６１億３，０００万円４５万０千円６４０億１，３１５万円４５万５千円６４７億２，６４０万円歳　　入
１０万５千円１４９億６，７８２万円１１万４千円１６２億６，７７５万円１２万０千円１７０億１，２６９万円うち市税
３９万５千円５６１億３，０００万円４５万０千円６４０億１，３１５万円４２万９千円６１０億　７０２万円歳　　出
９万８千円１３８億９，１３２万円１１万３千円１６１億３，６７７万円１２万５千円１７８億２，７９６万円年度末基金現在高
５１万３千円７２９億４，１８７万円５３万４千円７５９億６，８９３万円５３万７千円７６３億９，６２９万円年度末市債現在高



市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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質
疑
内
容
▼
か
つ
て
の
市
民
カ
ー
の
利
用

を
復
活
し
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
市
主
催
行
事
に
限
定
し
て
い
る
公

用
バ
ス
の
運
用
を
見
直
し
、
公
益
性
の
高
い
も

の
に
つ
い
て
は
市
民
利
用
も
で
き
る
よ
う
見

直
し
を
行
う
。 　
　
　
　
 　
（
市
生
活
交
通
課
）

質
疑
内
容
▼
平
山
町
多
良
林
地
区
は
バ
ス

停
ま
で
１
・
５
キ
ロ
㍍
の
距
離
が
あ
る
。

高
齢
者
の
た
め
に
小
型
の
バ
ス
の
運
行
は

で
き
な
い
か
。

対
応
策
▼
交
通
不
便
地
域
で
の
公
共
交
通
導

入
の
可
能
性
を
調
査
す
る
た
め
の
実
証
実
験

を
来
年
度
か
ら
モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
。

（
実
施
地
域
未
定
） 　
　
 　
（
市
生
活
交
通
課
）

質
疑
内
容
▼
刑
務
所
跡
地
に
何
が
で
き
る

の
か
。
ま
た
、周
辺
は
救
急
車
も
入
ら
な
い

状
況
で
あ
る
。
早
急
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
跡
地
は
、
宅
地
や
店
舗
用
地
の
民
間

開
発
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
区
画
整
理
事

業
の
第
１
地
区
は
来
年
度
完
了
見
込
み
。
第
２

地
区
に
つ
い
て
は
国
補
助
制
度
な
ど
の
動
向

を
見
極
め
た
い
。　　
 　
　
 
（
市
都
市
整
備
課
）

質
疑
内
容
▼
大
村
湾
の
環
境
対
策
と
漁
場

再
生
の
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。

対
応
策
▼
伊
木
力
・
元
釜
地
区
は
、
高
度
処
理

対
応
の
処
理
場
で
整
備
予
定
で
あ
る
。
浄
化
槽

も
高
度
処
理
型
の
み
に
補
助
を
限
定
し
、
下
水

道
整
備
な
ど
生
活
排
水
対
策
を
進
め
て
い
る
。

地
元
漁
業
者
な
ど
が
行
う
海
域
保
全
活
動
を

本
年
度
か
ら
支
援
し
て
お
り
、
ナ
マ
コ
資
源
回

復
事
業
も
引
き
続
き
支
援
す
る
。　

　
　
　
　
   
（
市
下
水
道
総
務
課
・
林
務
水
産
課
）

質
疑
内
容
▼
喜
々
津
川
の
Ｊ
Ｒ
保
線
橋
付

近
に
歩
道
橋
を
造
っ
て
は
ど
う
か
。

対
応
策
▼
歩
道
橋
の
新
設
は
、
事
業
費
が
多
額

に
な
る
の
で
、
事
業
費
を
低
減
で
き
る
整
備
方

法
や
他
に
方
法
が
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    
（
市
道
路
建
設
課
）

質
疑
内
容
▼
諫
早
の
中
心
地
区
に
行
き
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
旧
庁
舎
跡
地
を
祭
り
な
ど
が
可
能

な
芝
生
広
場
と
庁
舎
駐
車
場
に
整
備
す
る
と

と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供
に
努
め

る
。      

   
（
市
商
政
観
光
課
・
企
画
調
整
課
・
秘
書
広
報
課
）

質
疑
内
容
▼
佐
瀬
地
区
の
国
道
２
０
７
号
の

整
備
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。
ま
ず
、
全
線
の
図
面
を
作
成
し
危
険

箇
所
か
ら
整
備
す
る
よ
う
で
き
な
い
か
。

対
応
策
▼
県
施
工
で
本
年
度
か
ら
舟
津
〜
佐

瀬
五
十
石
公
民
館
間
約
２
・
１
キ
ロ
㍍
に
事
業

着
手
さ
れ
た
。
残
る
市
境
ま
で
の
約
２
・
９
キ

ロ
㍍
に
つ
い
て
も
市
政
策
要
望
や
国
道
２
０

７
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
で
要
望
を
行
っ

て
い
く
。 　
　
　
　
　
　
　
 
（
市
道
路
建
設
課
）

質
疑
内
容
▼
久
山
港
に
は
、何
が
で
き
る
の

か
。

対
応
策
▼
現
在
実
施
中
の
風
向
・
風
速
な
ど
の

気
象
観
測
を
も
と
に
、
野
球
・
テ
ニ
ス
な
ど
へ

の
影
響
解
析
を
行
い
、
施
設
整
備
計
画
を
策
定

す
る
。
ま
た
、
用
地
の
一
部
を
産
業
用
地
と
し

て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
都
市
整
備
課
）

質
疑
内
容
▼
唐
比
ハ
ス
公
園
近
く
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

活
用
計
画
は
な
い
の
か
。

対
応
策
▼
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
関
係

部
局
を
含
め
協
議
を
進
め
て
い
る
。             

                         　
　
　
  
（
市
緑
化
公
園
課
）

質
疑
内
容
▼
長
走
線
の
桜
の
花
見
客
の
マ

ナ
ー
を
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
。桜
の
木
に

覆
い
か
ぶ
さ
る
木
の
剪
定
に
つ
い
て
一
度

見
て
も
ら
い
た
い
。

対
応
策
▼
花
見
期
間
中
は
芝
生
広
場
や
駐
車

帯
な
ど
を
開
放
し
、
期
間
以
外
は
ご
み
捨
て
対

策
と
し
て
花
ポ
ッ
ト
な
ど
で
閉
鎖
す
る
。
ま

た
、
高
木
の
処
理
に
つ
い
て
は
所
有
者
と
協
議

し
な
が
ら
対
応
す
る
。       
（
森
山
支
所
建
設
課
）

質
疑
内
容
▼
杉
谷
溜
池
の
築
堤
工
事
に
伴

う
代
替
水
源
と
し
て
、有
明
川
小
水
路
の
上

流
か
ら
取
水
を
し
て
２
５
０
㌶
の
水
稲
の

作
付
け
が
で
き
な
い
か
。

対
応
策
▼
杉
谷
溜
池
の
築
堤
工
事
の
施
工
方

法
に
つ
い
て
再
度
地
元
と
協
議
（
有
明
川
か
ら

の
取
水
含
む
）
し
た
結
果
、
通
年
施
行
（
年
間

を
通
し
て
行
う
工
事
）
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。　　
　
　
　
　
　
　
  
（
市
農
村
建
設
課
）

質
疑
内
容
▼
支
所
庁
舎
が
雨
漏
り
す
る
な

ど
の
傷
み
が
ひ
ど
い
。住
民
が
安
心
し
て
訪

問
で
き
る
よ
う
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
庁
舎
屋
上
防
水
等
改
修
工
事
は
１

月
に
完
了
。
下
水
管
改
修
工
事
も
本
年
度
中
に

完
了
す
る
。 　
　
 　
　
　
（
森
山
支
所
総
務
課
）

質
疑
内
容
▼
ふ
れ
あ
い
広
場
の
管
理
回
数

を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
管
理

委
託
し
て
い
る
が
、
現
地
の
状
況
を
見
な
が
ら

回
数
や
時
期
を
調
整
す
る
。   
（
市
緑
化
公
園
課
）

質
疑
内
容
▼
地
区
の
広
場
（
巡
川
公
園
）
の

排
水
不
良
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
排
水
不
良
個
所
約
１
、
２
０
０
平
方

㍍
に
真
砂
土
を
入
れ
る
予
定
で
、来
年
度
予
算

で
対
応
す
る
。 　
　
　
　
 　
（
市
緑
化
公
園
課
）

質
疑
内
容
▼
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
民
家
の
近

く
ま
で
き
て
い
る
。
畑
作
は
特
に
死
活
問
題
で

あ
り
、
捕
獲
数
を
増
や
す
方
法
は
な
い
か
。

対
応
策
▼
来
年
度
の
予
算
額
を
大
幅
に
増
額

し
、
捕
獲
奨
励
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
捕
獲
頭

数
の
増
加
対
策
や
、
講
習
会
開
催
、
狩
猟
免
許

取
得
希
望
者
へ
の
支
援
強
化
を
図
る
。　　
　

　
　
　
　
  　
　
　
　
　
　
　
（
市
農
業
振
興
課
）

質
疑
内
容
▼
健
診
を
地
区
の
公
民
館
で
実

施
し
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
自
治

会
な
ど
と
協
議
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
地
域
状

況
に
応
じ
た
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。         

               　
　
　
　
　
　
  
（
市
保
険
年
金
課
）

諫　

早　

地　

域

多
良
見　

地　

域

森　

山　

地　

域

　

昨
年　

月
に
開
催
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
で
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
多

１０

数
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
市
が
そ
の
後
対
応

し
た
主
な
項
目
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 　
　
　
　
  　
（
市
企
画
調
整
課
）



市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

9 ２０１０年（平成２２年）４月号 広報 諫早

質
疑
内
容
▼
（
仮
称
）
飯
盛
地
域
ふ
れ
あ
い

施
設
の
来
年
度
の
完
成
を
お
願
い
し
た
い
。

対
応
策
▼
来
年
度
に
実
施
設
計
、
平
成　

年
度

２３

に
建
設
着
手
予
定
。
供
用
開
始
は
平
成　

年
度

２４

の
予
定
で
あ
る
。　　
　
　
  
（
市
地
域
振
興
課
）

質
疑
内
容
▼
江
ノ
浦
川
の
河
川
改
修
工
事
の

整
備
促
進
に
つ
い
て
。
ま
た
、
下
地
区
商
店
街

一
帯
の
内
水
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

対
応
策
▼
今
後
も
政
策
要
望
な
ど
で
早
期
完

成
を
要
望
し
て
い
く
。
内
水
対
策
は
江
ノ
浦
川

の
防
潮
堰
と
の
関
連
が
あ
る
た
め
、
県
と
十
分

協
議
し
、
河
川
整
備
の
進
捗
に
併
せ
て
検
討
し

て
い
く
。　　
　
 　
　
　
　
　
  　
（
市
河
川
課
）

質
疑
内
容
▼
公
共
下
水
道
飯
盛
処
理
区
の

完
成
予
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

対
応
策
▼
区
域
面
積
約
１
２
６
㌶
、
総
事
業
費

約　

億
円
で
本
年
度
か
ら
着
工
し
て
い
る
。　

６７

　
　
　
　
　
   　
　
　
　
 
（
市
下
水
道
総
務
課
）

質
疑
内
容
▼
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
是

非
、
ふ
れ
あ
い
施
設
に
も
活
か
し
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
（
仮
称
）
飯
盛
地
域
ふ
れ
あ
い
施
設

に
つ
い
て
、
来
年
度
実
施
設
計
の
中
で
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る
。         

               　
　
　
　
　
     
（
市
地
域
振
興
課
）

質
疑
内
容
▼
月
の
丘
（
温
泉
・
公
園
）
近
く

に
新
停
留
所
を
設
置
し
て
バ
ス
路
線
の
変

更
が
で
き
な
い
か
。

対
応
策
▼
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
地
元
か
ら

提
案
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
バ
ス
運
行
者
で
あ
る

県
交
通
局
へ
伝
え
た
。　　
  
（
市
生
活
交
通
課
）

質
疑
内
容
▼
飯
盛
西
小
学
校
の
児
童
の
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
市
営
住
宅
の
建
設

を
お
願
い
し
た
い
。

対
応
策
▼
少
子
化
対
策
と
し
て
若
年
層
の
子

育
て
世
帯
の
市
営
住
宅
へ
の
優
先
的
選
考
制

度
を
設
け
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
許

可
制
度
や
農
用
地
区
域
の
見
直
し
な
ど
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
土
地
利
用
政
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。 

                   
（
市
建
築
住
宅
課
・
土
木
総
務
課
）

質
疑
内
容
▼
田
結
港
の
埋
立
地
に
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
を
。
ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に

水
道
施
設
と
ト
イ
レ
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
多
目
的
に
利
用
可
能
な

施
設
整
備
を
本
年
度
よ
り
着
手
し
て
い
る
。
ま

た
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
本
年
度
に
完
成
し

た
。　　
 　
　
　
　
　
　
   　
（
市
都
市
整
備
課
）

質
疑
内
容
▼
県
道
諫
早
飯
盛
線
・
山
口
地
区

に
歩
道
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

対
応
策
▼
県
に
お
い
て
計
画
的
に
整
備
中
。
事

業
中
の
後
田
・
馬
場
工
区
の
完
了
見
通
し
が
つ

く
時
期
（
平
成　

〜　

年
こ
ろ
）
に
新
た
に
県

２３

２４

へ
要
望
す
る
。　  　
　
　
 　
 
（
市
道
路
建
設
課
）

質
疑
内
容
▼
星
の
久
保
線
の
道
路
拡
張
を

お
願
い
し
た
い
。

対
応
策
▼
高
来
西
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る

西
平
原
線
を
来
年
度
か
ら
整
備
着
手
予
定
。
西

平
原
線
改
良
後
、
星
の
久
保
線
の
整
備
を
検
討

す
る
。　　
　
　
　
　
　
 　
 
（
市
道
路
建
設
課
）

質
疑
内
容
▼
境
川
に
暖
竹
が
繁
茂
し
、大
雨

の
際
に
洪
水
の
恐
れ
が
あ
る
。除
去
し
て
ほ

し
い
。

対
応
策
▼
県
に
お
い
て
湯
江
小
学
校
上
流
部

の
境
川
約　

㍍
を
伐
採
処
理
し
た
。今
後
も
県

８０

管
理
河
川
の
伐
採
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
て

い
く
。　　
　
　
　
　
　
　
　
   　
（
市
河
川
課
）

質
疑
内
容
▼
轟
峡
大
渡
か
ら
多
良
岳
登
山

口
・
小
松
尾
公
園
へ
の
登
山
道
に
倒
木
な
ど

が
あ
り
危
険
で
あ
る
。標
識
も
少
な
い
の
で

遊
歩
道
的
に
整
備
で
き
な
い
か
。

対
応
策
▼
昨
年　

月
上
旬
に　

本
の
倒
木
を

１１

１２

撤
去
。
ま
た
、
道
標
（
標
識
）
も
計　

ヵ
所
設

１０

置
し
た
。　　
　
　
 　
（
高
来
支
所
産
業
振
興
課
）

質
疑
内
容
▼
市
か
ら
毎
月
配
布
さ
れ
る
書

類
を
見
て
実
に
よ
く
書
い
て
あ
る
と
思
う

が
、読
む
人
が
い
な
い
。
こ
の
点
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

対
応
策
▼
昨
年
４
月
か
ら
広
報
誌
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
市
民
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
誌
面
作
り
に
努
め
て
い

く
。　　
　
　
　
　
　
      　
（
市
秘
書
広
報
課
）

質
疑
内
容
▼
市
道
大
戸
榎
堂
線
の
改
良
工

事
に
つ
い
て
、な
ぜ
深
海
の
方
か
ら
小
江
の

方
に
変
わ
っ
た
の
か
。

対
応
策
▼
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
後
、
地
元
と
協

議
し
、
大
戸
榎
堂
線
の
整
備
方
針
や
経
過
な
ど

を
説
明
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
は
広
域
農
道
〜

星
の
久
保
西
線
間
と
国
道
２
０
７
号
〜
高
来

西
ゆ
め
会
館
北
側
角
ま
で
が
整
備
完
了
予
定

で
あ
る
。　                      
（
市
道
路
建
設
課
）

質
疑
内
容
▼
人
口
が
非
常
に
減
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、も
う
少
し
簡
単
に
宅
地
が
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
い
の
か
。

対
応
策
▼
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
規
制

の
あ
り
方
や
開
発
許
可
の
弾
力
的
な
運
用
、
農

用
地
区
域
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
、
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
土
地
利
用
政
策
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。（
市
土
木
総
務
課
・
都
市
整
備
課
）

質
疑
内
容
▼
お
盆
や
連
休
に
か
か
わ
ら
ず
、

ご
み
の
回
収
は
決
め
ら
れ
た
曜
日
に
回
収

し
て
ほ
し
い
。

対
応
策
▼
ご
み
収
集
は
委
託
業
者
の
要
員
の

問
題
や
、
４
市
共
同
の
ご
み
処
理
施
設
の
搬
入

受
入
日
の
問
題
も
あ
り
、
組
合
構
成
市
間
で
協

議
し
検
討
し
て
い
く
。    
（
市
廃
棄
物
対
策
課
）

質
疑
内
容
▼
生
ご
み
処
理
機
へ
の
補
助
拡

大
を
お
願
い
し
た
い
。

対
応
策
▼
本
市
の
補
助
制
度
は
、
県
内
他
市
と

比
較
し
て
も
遜
色
な
く
、
市
民
へ
の
補
助
内
容

の
周
知
に
努
め
て
い
く
。（
市
廃
棄
物
対
策
課
） 

質
疑
内
容
▼
県
道
小
長
井
線
に
通
じ
る
黒

木
線
の
改
良
は
い
つ
出
来
上
が
る
の
か
。

対
応
策
▼
予
定
し
て
い
る
改
良
区
間
に
つ
い

て
は
来
年
度
に
完
了
す
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
             　
 
（
小
長
井
支
所
建
設
課
）

小
長
井　

地　

域

飯　

盛　

地　

域

高　

来　

地　

域
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№１２３４５６７

施
設
の
名
称

諫
早
市
多
良
見
の
ぞ
み
会
館

の
ぞ
み
公
園

諫
早
市
月
の
港
会
館

諫
早
市
黒
新
田
地
区
集
会
所

諫
早
市
泉
地
区
集
会
所

諫
早
市
郷
土
館

西
諫
早
ふ
れ
あ
い
広
場

長
田
い
こ
い
の
広
場

中
央
ふ
れ
あ
い
広
場

小
野
ふ
れ
あ
い
広
場

小
栗
ふ
れ
あ
い
広
場

諫
早
市
体
育
館

諫
早
市
小
野
体
育
館

諫
早
市
武
道
館

諫
早
市
営
野
球
場

諫
早
市
営
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

諫
早
市
弓
道
場

諫
早
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

諫
早
市
多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー

諫
早
市
森
山
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

諫
早
市
飯
盛
体
育
館

諫
早
市
森
山
武
道
館

諫
早
市
飯
盛
小
島
武
道
場

諫
早
市
森
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

諫
早
市
森
山
餅
田
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

諫
早
市
飯
盛
グ
ラ
ウ
ン
ド

諫
早
市
森
山
テ
ニ
ス
場

諫
早
市
飯
盛
テ
ニ
ス
場

諫
早
市
森
山
相
撲
場

諫
早
市
飯
盛
相
撲
場

募
集
の
方
法

公　

募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

公　

募

公　

募

指
定
管
理
者

財
団
法
人　

諫
早
市
施
設
管
理
公
社

橘
湾
中
央
漁
業
協
同
組
合

黒
新
田
自
治
会

泉
自
治
会

諫
早
郷
土
民
族
研
究
協
議
会

財
団
法
人　

諫
早
市
施
設
管
理
公
社

財
団
法
人　

諫
早
市
施
設
管
理
公
社

№８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７

施
設
の
名
称

諫
早
市
社
会
福
祉
会
館

諫
早
市
多
良
見
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

諫
早
市
森
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

諫
早
市
高
来
ふ
れ
あ
い
会
館

諫
早
市
高
来
し
ゃ
く
な
げ
荘

諫
早
市
小
長
井
さ
ざ
ん
か
会
館

諫
早
市
小
長
井
健
康
セ
ン
タ
ー

諫
早
市
新
道
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

諫
早
市
上
山
荘
南
館

諫
早
市
や
ま
び
こ
館

諫
早
市
冨
川
渓
谷
バ
ン
ガ
ロ
ー

諫
早
市
小
長
井
お
が
た
ま
会
館

諫
早
市
小
長
井
田
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

諫
早
市
干
拓
の
里

喜
々
津
漁
港
及
び
伊
木
力
漁
港

江
ノ
浦
漁
港
及
び
池
下
漁
港

諫
早
市
物
産
ホ
ー
ル

高
城
会
館

つ
く
ば
倶
楽
部

諫
早
市
勤
労
者
福
祉
会
館

諫
早
中
核
工
業
団
地
工
業
振
興
会
館

白
木
峰
高
原

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク

募
集
の
方
法

非
公
募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

公　

募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

公　

募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

公　

募

非
公
募

非
公
募

非
公
募

公　

募

指
定
管
理
者

社
会
福
祉
法
人　

諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
法
人　

諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会

森
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

高
来
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

小
長
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

県
央
障
害
者
自
立
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人　

諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
野
町
自
治
会

富
川
町
自
治
会

長
里
自
治
会

田
原
自
治
会

株
式
会
社　

県
央
企
画

多
良
見
町
漁
業
協
同
組
合

橘
湾
中
央
漁
業
協
同
組
合

諫
早
観
光
物
産
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

財
団
法
人　

諫
早
市
施
設
管
理
公
社

諫諫
早早
市市
勤勤
労労
者者
福福
祉祉
会会
館館
運運
営営
協協
議議
会会

諫
早
中
核
工
業
団
地
自
治
振
興
会

白
木
峰
高
原
育
成
会

財
団
法
人　

諫
早
市
小
長
井
振
興
公
社

　

指
定
期
間
が
満
了
し
た
施
設
並
び
に
新
た
に
指
定
管
理
者
を
導
入
し

た
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
定
管
理
者
を
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
                              
（
市
総
務
課
）

※
指
定
期
間：

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２２

２６

３１

な
お
、次
の
施
設
は
３
月
定
例
市
議
会
の
議
決
後
に
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
す
。

№１２

施
設
の
名
称

諫
早
市
い
い
も
り
月
の
丘
温
泉

農
村
れ
す
と
ら
ん
星
が
原

募
集
の
方
法

公　

募

公　

募

指
定
管
理
者
の
候
補
者

有
限
会
社　

ド
リ
ー
ム
７

諫
早
安
全
食
の
会
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本
年
３
月　

日
か
ら
、
新
た
に
次
の
区
域
で
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ

３１

う
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
下
水
道
総
務
課
）

○
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
で
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
速
や
か

に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
や
、
台
所
・
浴

室
な
ど
の
水
回
り
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
を
下
水
道
管
に
流
す
た
め

の
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

○
排
水
設
備
工
事
費
用
は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
く
み
取
り
式
ト

イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
際
に
市
指
定
の
金
融
機
関
か
ら
の

融
資
に
対
す
る
利
子
補
給
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
の
工
事
に
限
り
ま
す
。

○
現
在
、
浄
化
槽
を
使
っ
て
い
る
人
も
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
下
水
道
へ
の

接
続
が
必
要
で
す
。

【
公
共
下
水
道
】

諫
早
地
域

多
良
見
地
域

【
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
】

飯
盛
地
域

高
来
地
域

小
長
井
地
域

【
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
】

諫
早
地
域

仲
沖
町
、
幸
町
、
宇
都
町
、
上
野
町
、
船
越
町
、
野
中
町
、

福
田
町
、
日
の
出
町
、
栄
田
町
、
川
床
町
、
鷲
崎
町
、
小
川

町
、
小
船
越
町
、
貝
津
町
、
若
葉
町
、
青
葉
台
、
大
字
真
崎

本
村
名
、
真
崎
町
の
各
一
部
区
域

化
屋
、
木
床
、
市
布
の
各
一
部
区
域

里
、
川
下
の
各
一
部
区
域

神
津
倉
、
黒
崎
、
小
峰
、
東
平
原
、
汲
水
、
坂
元
、
峰
の
各

一
部
区
域

井
崎
、
大
峰
の
各
一
部
区
域

小
野
町
、
小
野
島
町
、
川
内
町
の
各
一
部
区
域

「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」

■
転
作
作
物
面
積
に
対
し
て
助
成

　

自
給
力
向
上
を
図
る
た
め
、
水
田
を
有
効
活

用
し
て
対
象
作
物
を
生
産
す
る
販
売
農
家
に

対
し
て
、
国
が
直
接
支
払
う
こ
と
に
よ
り
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
作
物

　

大
豆
、
麦
、
飼
料
作
物
、
新
規
需
要
米
（
飼

料
用
米
な
ど
）、
そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用

米
、
そ
の
他
野
菜
な
ど
。

　

※
作
物
ご
と
に
単
価
が
異
な
り
ま
す
。

■
助
成
要
件

○
基
本
的
に
は
捨
て
づ
く
り
を
行
わ
ず
、
収
穫
・

販
売
を
す
る
こ
と
が
助
成
の
要
件
で
す
。

○
作
物
に
よ
っ
て
は
、
実
需
者
と
の
出
荷
契
約

や
作
業
日
誌
の
作
成
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」

■
水
稲
の
作
付
面
積
に
対
し
て
助
成

　

意
欲
あ
る
農
家
が
水
田
農
業
を
継
続
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
恒
常
的
に

生
産
に
要
す
る
費
用
が
販
売
価
格
を
上
回
る

米
に
対
し
て
、
国
が
直
接
支
払
う
こ
と
に
よ

り
補
て
ん
を
行
い
ま
す
。

■
交
付
要
件

○
米
の
生
産
調
整
を
達
成
す
る
こ
と
。

○
保
全
管
理
な
ど
の
不
作
付
地
に
よ
り
生
産
調

整
を
達
成
し
て
い
る
場
合
は
、
今
後
の
改
善

計
画
を
市
に
提
出
し
て
認
定
を
受
け
る
こ

と
。

■
交
付
単
価

○　

㌃
あ
た
り
１
万
５
千
円

１０
（
今
年
の
米
の
価
格
が
下
落
し
た
場
合
、
加
算

さ
れ
ま
す
）

○
交
付
対
象
面
積
の
う
ち　

㌃
が
自
家
消
費
用

１０

と
し
て
控
除
さ
れ
ま
す
。　

◆
加
入
申
込
期
間

　

４
月
１
日�
〜
６
月　

日�
３０

◆
加
入
申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

市
農
業
振
興
課
ま
た
は
農
協
各
支
店

※
こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
農
協

各
支
店
で
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
平

成　

年
産
米
の
生
産
調
整
説
明
会
）。

２２

　

農
協
組
合
員
以
外
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
も
郵

送
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
届
い

て
い
な
い
場
合
は
市
農
業
振
興
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

自
給
率
向
上
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の
水
田
農
業
経
営
へ
の
助
成
を
内
容
と
す
る
「
戸
別
所
得

補
償
モ
デ
ル
対
策
」
が
４
月
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
対
策
は
、
次
の
２
つ
の
事
業
か
ら
な
る
対
策
で
、「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
の
平
成　

年
度
か

２３

ら
の
本
格
実
施
に
向
け
た
モ
デ
ル
的
な
対
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
 
（
市
農
業
振
興
課
）
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旧
本
野
公
民
館
跡
地
に
整
備
し
て
い

た
「
ふ
れ
あ
い
施
設
」
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

施
設
に
は
、
約
２
０
０
人
が
収
容
で

き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
会
議
室

や
陶
芸
が
行
え
る
焼
窯
を
併
設
し
た
工

作
室
、
昇
降
式
の
調
理
台
を
備
え
た
料

理
実
習
室
、
図
書
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
環
境
に
考
慮
し
て
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
平
屋
建

て
の
特
性
を
活
か
し
て
通
路
部
分
に
は

光
を
取
り
込
む
天
井
窓
や
、
屋
外
に
ガ

ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使
用
し
た
ベ
ン

チ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
野
出
張
所
も
館
内
に
配
置

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上

に
努
め
ま
す
。
今
後
、
現
在
の
仮
事
務

所
を
解
体
し
、
約　

台
の
駐
車
場
を
整

７０

備
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
館
の
名
称
は
、「
本
野
ふ
れ

あ
い
会
館
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

誰
に
で
も
使
い
や
す
い
新
し
い
施
設

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
  　
  　
　
 　
（
市
地
域
振
興
課
）

４月１日オープン

「
第　

回
諫
早
市
栗
林
ス
ポ
ー
ツ

３８

賞
」、「
第　

回
諫
早
市
浜
教
育
文
化

２７

賞
」
の
表
彰
式
が
２
月　

日
、
諫
早

１３

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

芸
術
文
化
振
興
の
功
績
を
た
た
え

る
浜
文
化
章
は
、 
倉  
永  
幸  
泰 
さ
ん
（
多

く
ら 
な
が 
ゆ
き 
や
す

良
見
町
）
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

倉
永
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
多

良
見
史
談
会
の
会
長
と
し
て
地
域
歴

史
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
の
郷
土
史
学
習
な
ど

で
講
師
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
郷
土
史

の
研
究
・
継
承
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
豊
富
な
知

識
や
経
験
を
活
か
し
、
市
民
の
郷
土

史
へ
の
関
心
を
高
め
る
な
ど
、
そ
の

啓
発
に
大
き
く
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
栗
林
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、

１
８
５
人
と
２
団
体
の
小
中
学
生
、

高
校
生
が
受
賞
、
浜
教
育
文
化
賞
は
、

各
種
文
化
活
動
で
活
躍
し
た　

人
と

５６

２
団
体
の
小
中
学
生
、
高
校
生
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
市
教
委
体
育
保
健
課
・
文
化
課
）

▲太陽光発電システム

▲天井窓で明るいロビー

▲くつろぎ空間の和室

▲会館位置図 ▲会館案内図
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高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
市

民
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
社
会
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
実
際
に
ま
ち
を
歩
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
検
討

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る　

人
３２

の
応
募
が
あ
り
、
第
１
回
の
ま
ち
あ
る
き
や
第
２
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
熱
気
あ
ふ
れ
る
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日
に
開
催
し
た
第
１
回
「
ま
ち
あ
る
き
」
で

１４

は
、
天
満
町
公
民
館
で
全
体
的
な
説
明
の
後
、
諫
早
病

院
や
諫
早
駅
、
地
下
道
か
ら
商
店
街
な
ど
の
諫
早
駅
周

辺
地
区
を
約
２
時
間
か
け
て
歩
き
、
ど
の
よ
う
な
バ
リ

ア
（
障
壁
）
が
存
在
す
る
の
か
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
月　

日
開
催
の
第
２
回
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で

２８

は
、
諫
早
図
書
館
の
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
ま
ち
あ
る
き
の

成
果
を
確
認
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
大
き
な

地
図
に
課
題
を
書
き
込
み
な
が
ら
集
約
・
整
理
を
行
い
、

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
提
案
を
検
討
し
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
、
道
路
の
幅
や
歩
道
の
傾

斜
、
側
溝
の
蓋
に
関
す
る
こ
と
、
駅
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

連
絡
通
路
、
公
衆
ト
イ
レ
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
施
設
の

音
声
案
内
に
関
す
る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮

か
び
上
が
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
は
歩
道
の
傾

斜
を
な
く
す
こ
と
や
地
下
道
で
駅
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
結

ぶ
こ
と
、
障
害
の
あ
る
人
で
も
わ
か
る
音
声
案
内
の
設

置
な
ど
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
予
定
で
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
企
画
調
整
課
）

▲まちあるき（諫早駅周辺）

▲ワークショップ（課題を集約・整理）

▲まちあるき（諫早駅西口ロータリー）

▲ワークショップ（まちあるきの成果を確認）

　

お
子
さ
ま
の
急
な
病
気
や
け
が
の
と
き

の
対
処
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
未
就
学
児
を
対
象
と
し
て

お
り
、
保
育
所
や
幼
稚
園
を
通
じ
て
、
ま
た
、

健
診
な
ど
の
際
に
配
布
し
ま
す
。

※
ま
た
、左
記
窓
口
で
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
設
置
場
所

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
健
康
福
祉

課
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（�
　

・
０
７
０
０
）

２７

　

皆
さ
ん
の
お
宅
で
使
わ
な
く
な
っ
た
五

月
人
形
や
ひ
な
人
形
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
季
節
を
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
展
示
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
周
辺
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す

る
た
め
に
球
根
（
ス
イ
セ
ン
、
シ
ラ
ン
な
ど
）

の
植
栽
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

ゆ
ず
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
や
空
き
缶

の
プ
ル
タ
ブ
も
集
め
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
の

城
に
遊
び
に
こ
ら
れ
た
時
は
、
ぜ
ひ
備
え
付

け
の
回
収
箱
に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
の
城
（�
　

・
８
０
１
７
）

２４



広報 諫早 ２０１０年（平成２２年）４月号 １４

パ
チ
リ
い
さ
は
や

家族みんなで謡おう！
　童謡のもつ純朴さや温かさを通して、親と子の絆を深め、未来を担う子どもたちの夢を育てるこ
とを目的とした「第１７回いさはや童謡ファミリー・フェスティバル」が、２月１１日、諫早文化会館で開
催されました。県央地域から集まった１０組の出場家族の中には、親と子、そして孫まで三世代の家族
もみられ、会場はほのぼのとした温かい雰囲気に包まれました。

見つめなおそう！暮らしと食！
　２月１８日、健康福祉センターで「諫
早市食育推進研修会」が開催。食育に
ついて理解を深めました。

耳や言葉の不自由な方へ活用を！
　２月１５日、ＮＴＴ西日本‐九州諫早
支店長が市役所を訪れ、電話お願い手
帳とふれあい速達便を贈呈しました。

おひな様かわいいね♪
　ビッグハートアエルに可愛らしい
ひな人形が展示され、利用者や道行く
人の目を楽しませていました。

森のこと、もっとよく知ろう
　３月７日、高来町で「たかきの 森  林 づ

も り

くり」が開催。参加者は植樹や散策な
どを通じて森の大切さを学びました。



１５ ２０１０年（平成２２年）４月号 広報 諫早

パ
チ
リ
い
さ
は
や

行こう！がん検診
　健康のためにがん検診や特定健診
をもっと利用してもらおうと、市内で
街頭キャンペーンが実施されました。

海の幸、山の幸に舌鼓
　地元でとれた旬の味覚を味わえる「旬鮮とれたて市」が、２
月２７日と２８日の２日間、小長井中央港で開催されました。カキ
焼きや農産物直売などのイベントがあり、２日間で２，５００人を
越える来場者がありました。たくさんの家族連れでにぎわう
会場には、おいしそうな磯の香りがただよっていました。

このお花きれい～
　３月１日、市役所本館ロビーで県
カーネーション品評会が行われ、来庁者
は色鮮やかな花に見入っていました。

　干拓の里で恒例の「ひいなまつり」が４月４日まで開催中
です。園内の庄屋屋敷には、約１３０体のひな人形が展示されて
おり、今年はおひな様の周りに、和紙で作られた天女が登場。
訪れた人たちは、おひな様と天女がおりなすにぎやかな光景
を楽しんでいました。

優雅にたのしく「ひいなまつり」

春がキター！
　３月初旬、桜で有名な多良見地域の
古川付近で、菜の花が満開に咲き誇り
一足早い春の訪れを知らせていました。

もぎたてのフルーツはいかが？

　国道２０７号を走るドライバーの目を
楽しませてきた小長井町名物「フルー
ツバス停」。このちょっとユニークなバ
ス停が、このたびみずみずしく生まれ
変わりました！
　天気のいい日はドライブをしながら
バス停巡りなんていかがでしょうか。
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

な
ど
の
変
更
は
自
動
的
に
行
わ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め

て
切
り
替
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

※
た
だ
し
、　

歳
に
な
り
、
後
期
高
齢
者

７５

医
療
に
加
入
す
る
際
に
は
自
動
的
に
切

り
替
わ
り
ま
す
の
で
特
に
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

加
入
資
格
が
発
生
し
た
時
点

（
届
出
の
時
点
で
は
な
く
）
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
保
険
料
が
か
か
り
、
そ

の
間
は
保
険
証
が
無
い
た
め
、
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

国
保
を
や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と

　

届
出
を
受
け
付
け
る
ま
で
、
保

険
料
の
賦
課
と
請
求
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ

て
い
た
場
合
、
医
療
機
関
の
医
療

費
の
請
求
に
支
障
が
出
る
だ
け
で

な
く
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費

（
７
〜
９
割
）
を
後
で
返
還
し
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
受
診
し

て
い
る
医
療
機
関
に
速
や
か
に
新
し
い

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
場
合

■
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
諫
早
市
に
転
入
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と

き
・
社
会
保
険
な
ど
の
任
意
継
続
保

険
の
資
格
が
切
れ
た
と
き

■
国
保
を
や
め
る
と
き

・
諫
早
市
か
ら
転
出
す
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
（
扶
養
の
認
定
を
受
け
た
と
き
）

※
こ
の
ほ
か
に
、
出
生
、
生
活
保
護
の
開

始
・
廃
止
、
住
所
や
氏
名
の
変
更
、
世

帯
主
や
世
帯
構
成
の
変
更
、
就
学
の
た

め
に
別
に
住
所
を
定
め
る
と
き
な
ど
も

届
出
が
必
要
で
す
。

※
届
出
に
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
事
前
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

健
康
福
祉
課

　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険

２２

料
は
月
額
１
５
、１
０
０
円
で
す
。

　

保
険
料
を
１
年
分
な
ど
ま
と
め

て
前
納
す
る
と
次
の
よ
う
に
割
引

が
あ
り
ま
す
。

現
金
で
納
付

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
4
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
付
す

る
と
、
１
年
前
納
で
３
、
２
２
０

円
、
半
年
前
納
で
７
４
０
円
の
割

引
で
す
。

口
座
振
替
で
納
付

（
早
割
）
通
常
の
振
替
日
は
翌
月

末
で
す
が
、
当
月
末
に
振
り
替
え

る
早
割
は
、
月
　々

円
お
安
く
な

５０

り
ま
す
。

（
前
納
）
口
座
振
替
の
前
納
は
、

現
金
で
の
前
納
よ
り
さ
ら
に
お
得

で
す
。

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
希
望
す
る
金

融
機
関
の
窓
口
で
。
た
だ
し
、
今
か
ら

申
し
込
む
と
半
年
前
納
は
下
期
分
か

ら
、
１
年
前
納
は
平
成　

年
度
か
ら
と

２３

な
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付

　

希
望
す
る
場
合
は
、
年
金
事
務

所
へ
の
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
前
納
割
引
は
現
金
で
の
前

納
と
同
じ
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

諫
早
年
金
事
務
所
（�
　

・
１

２５

６
６
６
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け

る
平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
の

２２

２３

料
率
は
、
平
成　

年
度
の
料
率
を

２１

そ
の
ま
ま
据
え
置
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
均
等
割
）
４
２
、
４
０
０
円

（
所
得
割
率
）
７
・
８
㌫

※
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割

額
」
を
合
計
し
て
、
個
人
単
位
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
の
少
な
い
人
や
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

人
の
保
険
料
の
軽
減
も
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

健
康
福
祉
課

　

４
月
１
日
か
ら
減
免
制
度
を
次

の
よ
う
に
拡
大
し
、
平
成　

年
度

２２

の
課
税
に
係
る
軽
自
動
車
税
か
ら

適
用
し
ま
す
。

■
所
有
要
件
の
拡
大

　

生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
を
身
体
障
害
者
本

人
が
運
転
す
る
場
合
の
対
象
範

囲
を
、
身
体
障
害
者
本
人
が
所

有
す
る
場
合
と
同
一
の
基
準
ま

で
拡
大
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
身
体
障
害
者
の
範

囲
の
拡
大
／
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
を
、
新
た
に
減
免

の
対
象
に
加
え
ま
す
。

①
上
肢
機
能
障
害
で
２
級
の
３
ま
た

は
２
級
の
４
に
該
当
す
る
人

②
生
計
を
一
に
す
る
人
な
ど
が
運
転

す
る
場
合
、
下
肢
機
能
障
害
で
３

級
の
２
ま
た
は
３
級
の
３
に
該
当

す
る
人

③
複
数
の
障
害
に
よ
り
１
級
ま
た
は

２
級
に
該
当
す
る
人
で
、
そ
の
障

害
中
に
下
肢
機
能
障
害
を
含
む
人

④
肝
機
能
障
害
で
１
級
か
ら
３
級
ま

で
に
該
当
す
る
人

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
税
課

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
・

農
耕
用
車
両
・
小
型
特
殊
車
両
な

ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

譲
渡
・
解
体
・
売
却
・
盗
難
な

ど
で
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
や

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
な
ど
は
、

忘
れ
ず
に
３
月
中
に
次
の
場
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
税
課

平成２２年２月１日現在
（ ）内前年同月比

人口１４１，２２８人（－５９２）
　男６６，４４８人（－３５５）
　女７４，７８０人（－２３７）
世帯５１，０７０戸（＋１９２）

国
民
年
金
保
険
料
の

お
得
な
納
付
方
法

国
保
に
加
入
す
る
と
き
、
や
め
る

と
き
は
必
ず　

日
以
内
に
届
出
を

１４

軽
自
動
車
な
ど
の
名
義
変
更
や

廃
車
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

平
成　

・　

年
度
保
険
料
の
料
率
が
据
え
置
き

２２
２３

身
体
障
害
者
な
ど
に
係
る
軽
自
動
車
税

減
免
制
度
の
範
囲
を
拡
大
し
ま
す

手続きの場所対象車両

市民税課または各支所総務課
・１２５cc以下のバイク
・農耕用車両
・小型特殊車両

（社）全国軽自動車協会連合会　長崎県軽自動車販売店
協会（長崎市中里町１５９０-３　�０９５-８３８-３２４４）・軽自動車

・１２５ccを超える
　バイク

（社）長崎県自家用車協会
（天満町３４-５　�２２-０５９８）
※手数料が生じますので、事前にご連絡ください。

国土交通省九州運輸局長崎運輸支局
（長崎市中里町１３６８　�０５０-５５４０-２０８３）

・２５０ccを超える
　バイク
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固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自

分
が
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
判
断
す
る

た
め
に
、
隣
接
す
る
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
が
記
載
さ
れ
た
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
縦
覧
手
数
料
は
無
料
）。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
あ
な
た
の
資

産
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
４
月
１
日 

〜
５
月　
３１

日 

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

（
支
所
は
午
後
５
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ
／
市
資
産
税
課
お
よ
び

各
支
所
総
務
課（
支
所
で
は
そ
の
支

所
区
域
分
の
み
）

　

※
各
出
張
所
で
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

■
縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税
の
納
税
者

　

※
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

人
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

②
①
の
同
居
の
親
族
・
相
続
人
・

納
税
管
理
人
・
本
人
の
委
任
状

持
参
の
人

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
資
産
税
課

ま
た
は
各
支
所
総
務
課

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人
口

動
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
出
生
・
死
亡
・

死
産
・
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
各
届

書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状

況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、

国
勢
調
査
を
行
う
年
に
は
、
届
書

中
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い
し
て

い
ま
す
（
死
亡
届
に
は
、
産
業
の
記

入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
）。調
査
結

果
は
、
今
後
の
厚
生
労
働
行
政
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る

た
め
、各
種
届
出
を
す
る
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間
／
平
成　

年
４
月
１

２２

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２３

３１

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
窓
口
課
ま
た

は
各
支
所
住
民
環
境
課
、
各
出
張
所

　

県
で
は
、
飼
い
主
の
適
正
飼
育

お
よ
び
終
生
飼
養
を
推
進
す
る
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
家
庭
で
飼
え

な
く
な
っ
た
犬
・
ね
こ
の
引
取
り

が
有
料
化
さ
れ
ま
す
。

■
引
取
り
手
数
料

○
成
犬
・
成
ね
こ

　
（
生
後　

日
を
超
え
る
も
の
）

９０

　

１
頭
に
つ
き
２
、
０
０
０
円

○
子
犬
・
子
ね
こ

　
（
生
後　

日
以
内
の
も
の
）

９０

　
　

頭
ま
で
ご
と
に
つ
き

１０

　

２
、
０
０
０
円

※
犬
と
ね
こ
は
区
別
し
て
数
え
ま
す

■
手
数
料
の
納
入
方
法

　
「
長
崎
県
収
入
証
紙
」に
よ
る
納

入
（
県
央
保
健
所
で
購
入
）

■
引
取
り
場
所
な
ど

・
と
き
／
毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

・
と
こ
ろ
／
県
央
保
健
所

※
祝
日
の
場
合
・
年
末
年
始
に
当
た
る
場

合
は
引
取
り
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
役
所
の
本
庁
、
各
支
所
お
よ
び
各
出

張
所
に
お
い
て
家
庭
で
飼
え
な
く
な
っ

た
犬
・
ね
こ
の
引
取
り
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
３
月　

日
を

３１

も
っ
て
引
取
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
生
活
衛
生
課
（�
０
９

５
・
８
９
５
・
２
３
６
４
）
ま

た
は
県
央
保
健
所
（�
　

・
３

２６

３
０
５
）、
市
環
境
保
全
課
、
各

支
所
住
民
環
境
課

　

３
月　

日
よ
り
、
諫
早
市
北
部

１５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務

所
が
移
転
し
ま
し
た
。

■
新
事
務
所
／
山
川
町
２
‐　

竹
１３

下
ビ
ル（
西
諫
早
交
番
道
向
い
）

（�
　

・
７
０
３
０
）

２５

市役所本庁 � 22-1500　飯盛支所 � 48-1111　森山支所 � 36-1111
多良見支所 � 43-1111　高来支所 � 32-2111　小長井支所 � 34-2111

■本庁定期開催分
　ところ／市民相談室（高城会館３階）
　問い／市民相談室（�２２－３１１３）
�法律相談
　５日�、１９日�
　午後１時～４時、午前１１時に受付・抽選
（電話予約不可、定員９人）
�遺言・契約等相談
　２７日�　午後１時～４時
�登記相談
　１３日�　午前１０時～午後３時
�不動産相談
　６日�　午前９時～正午
�交通事故相談
　６日�　午後１時～３時
　２０日�　午前１０時～午後４時
�人権相談
　１日�、８日�、１５日�、２２日�
　午前１０時～午後３時
※支所定期開催分
　多良見支所相談室２２日 午前９時～午後１時
　森山支所相談室８日 午前１０時～午後３時
　飯盛支所相談室１日 午前１０時～午後３時
　高来支所小会議室１日 午前９時～午後１時
　小長井支所相談室８日 午前９時～午後１時
�行政相談
　２日�、９日�、１６日�、２３日�、
３０日�
　午前１０時～午後 3時
※支所定期開催分
　多良見支所相談室２３日 午前１０時～午後１時
　森山支所相談室１６日 午前１０時～午後３時
　飯盛支所相談室９日 午前１０時～午後１時
　高来支所相談室１６日 午前１０時～午後１時
　小長井支所相談室９日 午前１０時～午後３時
�消費生活相談・一般相談
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前８時３０分～午後５時
　ところ／市消費生活センター、各支所
　問い／市消費生活センター（�２２－３１１３）

■その他開催分
�草花・樹木に関する相談
　７日�、１４日�、２１日�、２８日�
　午前９時～午後４時
　ところ／市役所別館玄関ホール
　問い／市緑化公園課

�住宅相談
　１日�、１５日�
　午前１０時～午後４時
　ところ／市民センター
　問い／建設長崎諫早支部（�２４－３８００）

�少年センター相談（いじめ・不登校）
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前９時～午後５時
　ところ／市役所第４別館
　問い／少年センター（�２４－３７３７）

（４月）

土
地
・
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
が

縦
覧
で
き
ま
す

職場でのトラブル解決をお手伝いします

　長崎労働局および諫早労働基準監督署では、無料で職場でのトラブル解決をお手
伝いしています。
　労使からの労働に関するあらゆる相談に専門の相談員が対応し、関係法令の説明
や情報提供を行います。お気軽にご相談ください。
■相談時間／午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）
■問い合わせ先
・長崎労働局　総合労働相談センター
　（長崎市万才町７-１住友生命長崎ビル３階）（�０９５-８０１-００２３）
・諫早労働基準監督署　総合労働相談コーナー
　（栄田町４７-３７）（�２６-３３１０）

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出
を
す
る
皆
さ
ん
へ

飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
引
取
り

が
有
料
化
さ
れ
ま
す

諫
早
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
事
務
所
移
転
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市
で
は
、
ご
み
減
量
化
の
一
環

と
し
て
住
民
団
体（
自
治
会
、婦
人
会
、

子
ど
も
会
な
ど
）
に
よ
る
資
源
物
回

収
活
動
を
推
進
し
、
登
録
団
体
に

は
「
奨
励
補
助
金
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
活
動
を
行
う
団

２２

体
は
登
録
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

廃
棄
物
対
策
課
ま
た
は
各
支
所

住
民
環
境
課

　

ス
プ
レ
ー
缶
や

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ

ン
ベ
を
ご
み
に
出

す
際
は
、
必
ず
中

身
を
使
い
切
っ
て

か
ら
穴
を
開
け

て
、
空
き
か
ん
用

袋
に
入
れ
て
決
め

ら
れ
た
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

穴
を
開
け
て
い
な
い
た
め
、
燃

え
な
い
ご
み
の
処
理
施
設
（
県
央
不

燃
物
再
生
セ
ン
タ
ー
）
で
の
処
理
作
業

中
に
爆
発
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
穴
を
開
け
る
際
は
、
火
気
の
無
い
風
通

し
の
よ
い
屋
外
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

廃
棄
物
対
策
課
ま
た
は
各
支
所

住
民
環
境
課

　

県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
余
熱
利
用
施
設
で
あ
る
「
の
ん

の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー
」
は
、
毎
週

火
曜
日
を
休
業
日
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
毎
月
第
２
火
曜
日
は
営
業

し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー
（�

　

・
５
８
８
８
）
ま
た
は
県
央

３６県
南
広
域
環
境
組
合
（�
　

・
３５

８
２
０
０
）

 　

使
用
す
る
人
の
安
全
性
の
確

保
と
、
事
故
な
ど
不
測
の
事
態
の

迅
速
な
対
応
に
努
め
る
た
め
、
平

成　

年
４
月
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

２２
機
器
講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
受
講
後
に
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
際
に

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
講
習
会
（
無
料
）

・（
第
１
・
３
火
曜
日
）

　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

・（
第
２
・
４
金
曜
日
）

　

午
後
３
時
〜
４
時

・（
第
４
水
曜
日
）

　

午
後
７
時
〜
８
時

※
夜
間（
午
後
７
時
〜
８
時
）の
分
は
、
受

講
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
使
用
料
は
各
区
分
（
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
、
午
後
６
時
〜　

時
）

１０

ご
と
に
１
人
あ
た
り
２
０
０
円
で
す

（
変
更
な
し
）。

※
２
月
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
一
部
を

更
新
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
 
つ
く
ば
倶
楽
部
（
津
久
葉
町
５

‐
１
１
５
、　�
　

・
２
５
６
０
）

２５

ま
た
は
市
産
業
労
働
課

　

暴
力
団
事
務
所
な
ど
の
排
除
を

推
進
し
、
県
民
生
活
の
平
穏
確
保

を
目
的
と
し
て
「
長
崎
県
暴
力
団

事
務
所
等
の
排
除
に
関
す
る
条

例
」
が
制
定
さ
れ
、
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

暴
力
団
事
務
所
な
ど
の
存
在

は
、
住
民
に
脅
威
を
お
よ
ぼ
し
、

皆
さ
ん
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
で

す
。
暴
力
団
事
務
所
な
ど
の
進
出

を
一
丸
と
な
っ
て
防
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
県
警
察
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.p

olice.pref.nagasaki.jp/
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課

（�
０
９
５
・
８
２
０
・
０
１
１
０
）

　

４
月
１
日
か
ら
６
月　

日
ま

３０

で
、
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
麻
を
許
可
無
く
栽
培
す
る
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
け
し
の
花
に
は
植
え

て
よ
い
も
の
と
悪
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
正
栽
培
ま
た
は
自
生
の
大

麻
・
け
し
を
発
見
し
た
と
き
は
、

県
薬
務
行
政
室
ま
た
は
最
寄
り
の

県
立
保
健
所
か
警
察
署
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
福
祉
保
健
部
薬
務
行
政
室

（�
０
９
５
・
８
９
５
・
２
４
６
９
）

　

N
T
T
西
日
本
で
は
、
環
境
保

護
の
立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の

回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
電
話
帳
を
お
届
け
し
た
際
（
４

月
中
配
達
）、古
い
電
話
帳
を
配
達

員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

も
し
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
後
日
回
収
い
た
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
紙
資
源
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
（�
０

１
２
０
・
５
０
６
・
３
０
９
）

資
源
物
回
収
活
動
を
行
う
団
体

は
登
録
の
手
続
き
を

の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー
の

休
業
日
を
変
更
し
ま
す

暴
力
団
事
務
所
な
ど
の
進
出
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

ス
プ
レ
ー
缶
の
ご
み
の
出
し
方

つ
く
ば
倶
楽
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
の
使
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
が

行
わ
れ
ま
す

古
い
電
話
帳
の
回
収
・
紙
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
！

市内の交通事故発生状況（平成２２年１月末現在）
人身事故６９件・死者数１人・負傷者数８６人（情報提供／諫早警察署）
子どもや高齢者の近くでは、減速、徐行などの思いやり運転を心掛けましょう。

中小企業者の資金繰りを応援する
景気対応緊急保証制度が２月１５日からスタート！
　中小企業者の資金繰りの円滑化を図るため、３月
末で期限を迎える「緊急保証」が新しく「景気対応
緊急保証」に生まれ変わり、引き続き 4月以降も利
用できます。
　「緊急保証」では対象外だった医療・介護業を含
む１，１１８業種が対象になり、期間は平成２３年３月１
日までです。
■対象者／指定された業種（例外業種を除く１，１１８
業種）に属し売上などの減少について市長の認定
を受けた中小企業

■保証限度額／無担保８，０００万円、担保付２億円
■保証割合／保証協会１００％
■保証期間／１０年以内（据置期間は２年以内）
■保証料率／０．８％以下
■問い合わせ先／お近くの金融機関または長崎県
信用保証協会（�０９５－８２２－９１７１）
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自
動
販
売
機
の
設
置
に
つ
い
て

公
募
を
行
い
ま
す
。

■
公
募
期
間

　

３
月　

日 

〜
４
月
２
日 

２３

■
設
置
場
所
な
ど

■
主
な
応
募
資
格

・
市
内
に
本
社
（
本
店
）、
支
店
ま

た
は
営
業
所
な
ど
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
（
個
人
事
業
者

も
含
む
）。

・
設
置
事
業
者
と
し
て
、
自
ら
管

理
・
運
営
し
、
３
年
以
上
の
実

績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

■
申
込
方
法

・
市
契
約
管
財
課
に
備
え
付
け
の

諫
早
市
庁
舎
自
動
販
売
機
設
置

者
応
募
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
お
よ
び
必
要
書
類
を

添
付
の
上
、
３
月　

日 

〜
４

２３

月
２
日 

の
間
（
土
・
日
を
除
く
）

に
同
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
貸
付
期
間

　

平
成　

年
５
月
１
日
〜
平
成　

２２

２５

年
３
月　

日
（
更
新
な
し
）

３１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
契
約
管
財
課

　

聴
覚
障
害
者
へ
の
要
約
筆
記
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
養

成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。

■
期
間

【
基
礎
課
程
】

　

５
月　

日 

〜
７
月　

日 

１２

２１

　

毎
週
水
曜
日
（　

回
）

１１

【
応
用
課
程
】

　

９
月
１
日 

〜　

月　

日 

１０

１３

　

毎
週
水
曜
日
（
７
回
）

※
応
用
課
程
は
基
礎
課
程
修
了
者
が
対

象
で
す
。

■
時
間
／
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　

諫
早
市
社
会
福
祉
会
館

■
受
講
料
／
無
料

■
教
材
費

　

各
講
座
と
も
１
、
０
５
０
円

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
・

受
講
動
機
・
返
信
の
表
書
き
を

記
入
し
、
４
月　

日 

ま
で
に

２８

市
障
害
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
障
害
福
祉
課

■
募
集
戸
数

　

募
集
案
内
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
募
集
案
内
書
の
配
布

　

４
月　

日 

〜

１２

■
応
募
期
間

　

４
月　

日 

〜　

日 

２１

２３

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■
応
募
資
格

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
。

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
単
身

で
も
入
居
で
き
る
場
合
あ
り
）

②
実
際
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と

③
市
町
村
民
税
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
料
な
ら
び
に
公
営
住
宅
な

ど
の
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

④
入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員

が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑤
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と

■
選
考
方
法

　

応
募
締
め
切
り
後
、
公
開
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
・
問

い
合
わ
せ
先

　

市
建
築
住
宅
課
ま
た
は
各
支
所

建
設
課

■
募
集
団
地

　

西
諫
早
B
２
・
３
・
４
棟

　
（
堂
崎
町
３
‐
２
）

■
家
賃
（
月
額
）

　
（
西
諫
早
B
２
棟
）
２
６
、
５
０
０
円

　
（
西
諫
早
B
３
棟
）
２
６
、
８
０
０
円

　
（
西
諫
早
B
４
棟
）
２
６
、
８
０
０
円

※
入
居
資
格
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
申
込
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
長
崎

県
住
宅
供
給
公
社
諫
早
事
務
所

（
地
区
セ
ン
タ
ー
内
山
川
町
１

‐
４
‐
１
、�
　

・
９
０
５
３
）

２６

■
試
験
区
分
／
陸
・
海
・
空

　

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

■
試
験
期
日

　

５
月　

日 

・　

日 

１５

１６

※　

日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

１６
■
試
験
会
場

　

長
崎
市
内
お
よ
び
佐
世
保
市
内

■
応
募
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
元

６０

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
女

（
平
成　

年
３
月
に
大
学
卒
業

２３

見
込
み
の
者
を
含
む
）

■
受
付
期
間

　

４
月
１
日 

〜
５
月　

日 
１０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
諫
早
地
域
事
務
所
（�

　

・
４
４
５
５
）
ま
た
は
市
民

２２窓
口
課
、
各
支
所
住
民
環
境
課

■
テ
ー
マ

　
「
悪
質
商
法
の
現
状
と
防
止
対

策
」

■
と
き

　

４
月　

日 

午
後
２
時
〜

２１

■
と
こ
ろ

　

高
城
会
館

■
受
講
料

　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（�
　

・
２２

３
１
１
３
）

市役所本庁 � 22-1500　飯盛支所 � 48-1111　森山支所 � 36-1111
多良見支所 � 43-1111　高来支所 � 32-2111　小長井支所 � 34-2111

諫
早
市
庁
舎

自
動
販
売
機
設
置
者

長
崎
県
住
宅
供
給
公
社

賃
貸
住
宅
入
居
者

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

市
営
住
宅
入
居
者

自
衛
隊

春の全国交通安全運動
４月６日 ～１５日 

　手を上げる　可愛い笑顔に　待つ笑顔
【運動の重点】
①子どもと高齢者の交通事故防止　②全ての座席のシー
トベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底　③自
転車の安全利用の推進　④飲酒運転の根絶

夕暮れ時における早め点灯、雨天時・曇天時の点灯

消
費
生
活
市
民
講
座
受
講
者

設置台数設置面積設置場所物件番号

１台２．０㎡以内本館１階東側ホール
①

１台２．０㎡以内本館５階エレベーターホール

１台２．０㎡以内本館２階エレベーターホール
②

１台２．０㎡以内本館７階エレベーターホール

１台２．０㎡以内別館１階ホール③

※設置面積には、放熱余地・転倒防止板・回収ボックス
設置部分を含みます。
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場所時間実施日
原口公民館午前９時３０分～１０時３０分

５月１１日 

諫
早
地
域

中央ふれあい広場午前１０時５０分～１１時４０分
小栗出張所午後１時～２時２０分
新道町公民館午後２時４０分～３時１０分
本野出張所午前９時３０分～１０時３０分

５月１２日 
県央保健所午前１０時５０分～１１時５０分
本明町公民館午後１時～１時３０分
本明川ダム集会所午後２時～２時２０分
湯野尾集落センター午後２時４０分～３時１０分
橘湾中央漁協前午前９時３０分～１０時３０分

５月１３日 早見町海浜広場午前１０時５０分～１１時１０分
中通町公民館午後１時～１時３０分
天神町ふれあいセンター午後１時５０分～２時２０分
長田出張所午前９時３０分～１０時４０分

５月１４日 西里公民館午前１１時～１１時３０分
福田町公民館午後１時～２時２０分
小豆崎町公民館午後２時４０分～３時１０分
小野出張所午前９時３０分～１０時３０分

５月１７日 
小野島公民館午前１０時５０分～１１時３０分
赤崎会館午後１時～１時３０分
宗方神社前午後１時５０分～２時１０分
川内町公民館午後２時３０分～３時
破籠井バス停前午前９時３０分～１０時

５月１８日 

真崎町公民館駐車場午前１０時２０分～１１時
永昌町公民館午前１１時２０分～１１時５０分
長野会館午後１時～１時３０分
栗面町公民館午後１時５０分～２時１０分
諫早市体育館裏午後２時３０分～３時
目代町公民館午前９時３０分～１０時２０分

５月１９日 日の出町第１開発公園午前１０時４０分～１１時３０分
城見公園午後１時～１時４０分
天満公園午後２時～２時４０分
小船越町公民館午前９時３０分～１０時１０分

５月２０日 小船越町二区公民館午前１０時３０分～１１時１０分
土師野尾町公民館午後１時～１時３０分
平山町公民館午後２時～２時４０分
花の木ふれあいセンター午前９時３０分～９時５０分

５月２１日 
久山台コミュニティーセンター午前１０時１０分～１１時
貝津町公民館午前１１時２０分～１１時５０分
若葉公園午後１時～１時３０分
久山公園午後１時５０分～２時４０分

西諫早緑地駐車場（堂崎町）午前１０時～正午５月２３日 午後１時～３時

場所時間実施日
宇良分館午前１０時３０分～正午４月１２日 

高
来
地
域

高来ふれあい会館午後１時～２時３０分
高来西ゆめ会館午前１０時～正午４月１３日 深海分館午後１時～２時

旧高来公民館午前１０時３０分～正午４月１４日 午後１時～２時
上井牟田研修所午前１０時～１０時４５分

４月１５日 
森
山
地
域

下井牟田公民館午前１１時～１１時４５分
慶師野公民館午後１時～１時３０分
本村公民館午後１時４５分～２時１５分
森山支所午後２時３０分～３時１５分
田尻地区公民館午前１０時～１０時５５分

４月１６日 杉谷地区公民館午前１１時１０分～１１時５５分
旧東保育所前午後１時～１時４０分
唐比地区公民館午後２時～２時４５分
飯盛支所午前１０時～１１時５０分

４月１９日 飯
盛
地
域

月の港会館午後１時～２時
飯盛団地バス停横午後２時２０分～３時
田結出張所午前９時３０分～１０時３０分

４月２０日 
古場公民館午前１１時～１１時３０分
市布公民館午後１時～１時４０分

多
良
見
地
域

喜々津団地公園午後２時～２時４０分
中里公民館午後３時～３時３０分
大草出張所午前９時５０分～１０時５０分

４月２１日 野川内公民館午前１１時１０分～１１時５０分
佐瀬コミュニティセンター午後１時～１時４５分
多目的研修館午後２時１０分～３時１０分
シーサイド２区公民館午前９時２０分～１０時４０分

４月２２日 たらみ会館裏午前１１時～正午
旧長里農協倉庫前午後１時３０分～２時３０分

小
長
井
地
域

牧公民館午後２時５０分～３時２０分
農場公民館午前９時２０分～１０時

４月２３日 
井崎公民館午前１０時２０分～１１時
釜公民館午前１１時２０分～正午
長戸公民館午後１時～１時５０分
旧小川原浦公民館（藤原神社）午後２時１０分～３時
猿崎町公民館午前９時３０分～９時５０分

５月１０日 
諫
早
地
域

白浜町公民館午前１０時１０分～１０時４０分
白原公民館午前１１時～１１時２０分
高天町構造改善センター午後１時～１時３０分
正久寺町公民館午後１時５０分～２時１０分
白木峰公民館午後２時３０分～２時５０分
中田町公民館午後３時１０分～３時３０分

■飼い犬を登録済の人／案内はがきを送付します。
・予防注射接種料金／２，５００円
・注射済票交付手数料／５５０円
■飼い犬を登録していない人／当日、登録も可能です。
・登録手数料／３，０００円

※どの会場でも予防接種可能です。また日程が合わない場
合は、最寄りの動物病院でも受けられます。

平成２２年度狂犬病予防接種を行います

（問い合わせ先）市環境保全課または各支所住民環境課

狂犬病予防接種は、法律で義務付けられていますので必ず接種してください。
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21 ２０１０年（平成２２年）４月号 広報 諫早

市役所本庁 � 22-1500　飯盛支所 � 48-1111　森山支所 � 36-1111
多良見支所 � 43-1111　高来支所 � 32-2111　小長井支所 � 34-2111

■受給資格者／次に該当する児童（１８歳に達する日以後の最
初の３月３１日までの間にある人または２０歳未満で政令の定
める程度の障害の状態にある人）を監護している母または
養育者
　①父母が離婚した児童　②父が死亡した児童　③父が重度
の障害である児童　④父の生死が明らかでない児童　⑤１
年以上、父から遺棄されている、または父が法令により拘
禁されている児童　⑥母が婚姻しないで生まれた児童

※次に該当する場合には支給されません／①児童を監護する母また
は養育者が公的年金を受給できる　②父と生計が同じ　③母の配
偶者に養育されている
■手当月額（平成２２年４月現在）

■支給月／４月・８月・１２月（年３回）
■手続きに必要なもの／認定請求書、戸籍謄本、住民票、預
金通帳、印鑑、養育費に関する申告書など

※受給資格者または同居の扶養義務者について所得制限があります。
受給資格者やその児童が父から養育費を受け取っている場合には、
養育費の８割相当額が所得として加算されます。
◆手当の受給開始から５年等経過した人は、手当支給額の減
額対象となる場合があります（所得による一部支給停止と
は異なります）。

・支給額減額（半額）の対象者／①受給開始から５年以上を
経過している人　②児童扶養手当を受給できる要件に該当
してから７年を経過する人

※対象は受給者が母のみで、他の養育者は含みません。
※３歳未満の児童を養育している場合は、３歳になった翌月から５年
経過した月から該当します。
◆減額の対象となる人で、次の条件に該当する人は、一部支
給停止適用除外事由届出書を提出することで現在の額を受
給することができます。

　①就業している人　②求職活動などの自立を図るための活
動をしている人　③身体上または精神上の障害がある人　
④負傷または疾病により就業することが困難な人　⑤受給
者が監護する児童または親族が障害、負傷、疾病、要介護
状態にあり、受給者が介護する必要があるため就業するこ
とが困難な人

特別児童扶養手当
■受給資格者／精神または身体に障害のある 20歳未満の児
童を監護している父母（父母が監護しない場合は養育者）

※次に該当する場合には支給されません（受給中の人は資格喪失にな
ります）／①児童が施設に入所している　②児童が障害を支給事由
とする公的年金などを受給している
■手当月額（平成２２年４月現在）
・重度障害の児童＝５０，７５０円
・中度障害の児童＝３３，８００円

諫早市心身障害児福祉手当
■受給資格者／次のいずれかに該当する児童を監護する保護
者で、市内に１年以上住所を有する人
　①身体障害者手帳の等級が３級以上　②知能指数が５０以下
③精神障害者保健福祉手帳の等級が２級以上　④①～③に
準ずる障害を有する

※次に該当する場合には支給されません（受給中の人は資格喪失にな
ります）／①児童が施設に入所している　②児童が障害児福祉手当
を受給している
■手当月額（平成２２年４月現在）／２，０００円

特別障害者手当
■受給資格者／２０歳以上で、国民年金の１級程度の障害が重
複するなど、著しく重度の障害状態にあるため日常生活に
常時特別の介護を必要とする在宅障害者

※次に該当する場合には支給されません（受給中の人は資格喪失にな
ります）／①施設に入所している　②病院などに３カ月以上入院し
ている
■手当月額（平成２２年４月現在）／２６，４４０円

障害児福祉手当
■受給資格者／２０歳未満で、最重度の障害状態にあるため日
常生活に常時の介護を必要とする在宅障害児

※次に該当する人は支給されません（受給中の人は資格喪失になりま
す）／①施設に入所している　②障害を支給事由とする公的年金な
どを受給している
■手当月額（平成２２年４月現在）／１４，３８０円

◆身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を
お持ちの人は、次のようなときには必ず手続きを行って
ください。
　○障害がなくなったとき○障害の程度が変わったとき○
再認定を要する年月に近づいたとき○住所・氏名が変
わったとき○手帳を紛失・破損したとき○死亡したとき
○市外へ転出したとき（転出先市町村で手続きを行って
ください）

（申請・問い合わせ先）市障害福祉課または各支所健康福祉課

（申請・問い合わせ先）市児童福祉課または各支所健康福祉課

児童扶養手当制度についてお知らせします

障害のある人に関する手当制度をお知らせします

児童が３人目以降児童が２人の場合児童が１人の場合

「２人の場合」の金
額に１人につき
３，０００円加算

「１人の場合」の金
額に５，０００円加算

４１，７２０円
～９，８５０円

（所得に応じて１０
円きざみで算出）



■事業のおたずねは／健康福祉センター（�２７－０７００）多良見支所健康福祉課（�４３－１１１１）森山保健センター（�３５－２８６６） 飯盛支所健康福祉課（�４８－１１１１）高来支所健康福祉課（�３２－２１１１）小長井支所健康福祉課（�３４－２１１１）
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広報 諫早 ２０１０年（平成２２年）４月号 22

   原爆被爆者の健康診断を次の日程で行います。対象者
には、県健康事業団から通知します。
■日程

■受付時間／午前９時３０分～１１時、午後１時～２時
■問い合わせ先／県健康事業団（�４３ー７１３１）

ところとき
高来会館４月１日 
高来西ゆめ会館４月２日 
有喜公民館４月７日 午前
健康福祉センター４月７日 午後

長田みのり会館４月８日 
～９日 

市民センター４月１２日 
～１３日 

小栗ふれあい会館４月１４日 

ところとき
小野ふれあい会館４月１５日 
貝津町公民館４月１６日 午前
（仮称）本野ふれあい会館４月１６日 午後
永昌町公民館４月１９日 

西諫早公民館４月２０日 
～２２日 

福田町公民館４月２３日 
小長井文化ホール４月２６日 

　ポリオ生ワクチンの接種を次の日程で実施します。母子健康手帳を持参し、最寄りの会場で受けてください。都合が
つかない場合は他の会場でも接種できますが、できるだけお住まいの地区での接種をお願いします。
■対　　象／生後３月～１８月未満の乳幼児（未完了者は９０月未満まで可）
■実施方法／６週間以上間隔をあけて２回飲ませます。（昨年秋に１回接種した人は、今回が２回目です。）
■会場および日時（会場ごとに受付時間が異なりますのでくれぐれもご注意ください）

受付時間実施日場　　所地　　区
午後２時～２時４０分４月５日 高来ふれあい会館高来
午後１時１０分～１時４０分４月６日 ※市民センター中央
午後１時１０分～１時４０分４月６日 有喜公民館有喜
午後１時３０分～２時４月７日 森山保健センター森山
午後１時３０分～２時１０分４月８日 多良見体育センター多良見
午後１時１０分～１時４０分４月１３日 小栗ふれあい会館小栗
午後１時１０分～１時４０分４月１５日 ※西諫早公民館真津山・西諫早
午後１時３０分～２時４月１６日 飯盛公民館飯盛
午後１時３０分～２時４月１６日 小長井文化ホール小長井
午後１時１０分～１時４０分４月２０日 小野ふれあい会館小野
午後１時３０分～２時１０分４月２１日 多良見体育センター多良見
午後１時１０分～１時４０分４月２２日 ※市民センター中央
午後１時１０分～１時４０分４月２３日 長田みのり会館長田
午後１時１０分～１時４０分４月２７日 諫早文化会館真津山・西諫早・本野
午後１時１０分～１時４０分４月３０日 ※市民センター上記の日程で接種できなかった人

※印の会場については駐車場が狭いので、車での来場はご遠慮ください。

■注意とお願い
○接種する前に予診票を記入していただきます。予診票は保護者が責任をもって記入してください。（予診票
は会場にありますが、事前に必要な人は健康福祉センター、市役所案内、各支所などにあります。）

○体温は当日会場で計ってください。
○接種後４週間は、ほかの予防接種は受けられません。また、三種混合、日本脳炎を受けてから１週間、麻し
ん、風しん、ＢＣＧを受けてから４週間の間隔があいていないと接種できません。

昭和５０年～５２年生まれ
の人はポリオ生ワクチ
ンの追加接種を（無料）
　厚生労働省の調査で、昭和５０
年～５２年生まれの人は、ポリオ
に対する免疫の保有率が他の
年齢層と比べて低いことがわ
かっています。
　ポリオの流行がある地域に
渡航するときや、お子さんがポ
リオ生ワクチンを接種すると
きに、再度ワクチンを接種され
ることをお勧めします。ただ
し、この場合の接種は予防接種
法に基づくものではなく、任意
の予防接種となります。（成人
は１回のみの接種で可）
　接種を希望される人は、乳幼
児の接種の際に受けられます
ので、最寄りの会場で受けてく
ださい。

■と　き／４月１１日 午前９時～受付、午前１０時～開会式
■ところ／健康福祉センター（ゴールは、高城公園）
■対　象／小学生以上。グループ参加大歓迎
（1グループ 5人以上）
■内　容／上山公園散策路コースのウオーキング、つつ
じまつり会場で各種健康づくりコーナー
■参加費／１人３００円（保険料・軽食・参加賞代）
■申込期限／４月５日 
■駐車場／上山公園北駐車場など
■申込・問い合わせ先／市健康づくり推進協議会事務局（�２７-０７００）

■内容
・生活習慣病の予防や健診結果をもとにした健康相談
・心身の健康づくりの相談
・保健師、栄養士による個別相談
■相談窓口／健康福祉センター、森山保健センター、各
支所健康福祉課窓口で随時受付

※ウオーキング、ニュースポーツ教室は雨天中止。
※のんのこ２１サーキットは定員があるため要申込。
※水筒・タオル持参。教室開催に伴う保険には加入して
いませんのでご了承ください。

■問い合わせ先／市運動普及推進員協議会事務局（�２７-０７００）

ところと　き
市民ウオーキング（５～６ kmコース）

西諫早緑地駐車場（堂崎町）
午前９時～１１時

４月３日 
森山ふれあい公園４月１７日 
多良見支所４月２４日 

ニュースポーツ教室（ペタンク）
眼鏡橋前芝生広場午前９時３０分～１１時４月２６日 

のんのこ２１サーキット（音楽に合わせた有酸素・筋力運動）
健康福祉センター

午後１時３０分～３時
毎週月曜日

小野体育館毎週金曜日
たらみ会館毎週月曜日
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４月

※対象地域は、中央が「諫早・上山・北諫早・上諫早小学校区」、北部が「西諫早・本野・御館
山・真城・真崎小学校区」、南部が「森山地域、小野・小栗・みはる台・有喜小学校区」、東部
が「小長井・高来地域、長田地区」、西部が「多良見・飯盛地域、真津山小学校区」です。

受付時間対象地域ところとき対象者事業名
午前９時４５分～１０時
（実施：２時間程度）たらみ会館１１�、２５�妊婦とその家族パパママ学級

※開催日の３日前までに、健康福祉センター（�２７-０７００）へ予約してください。

県内医療機関で個別健康診査を実施しています。（受診票が必要です）４～５カ月児
１０～１１カ月児

乳　　児
健康診査

午後１時～１時１５分南部森山保健センター５�

生後１２月まで乳　　児
健康相談

午後１時～１時１５分西部（多良見・真津山）多良見体育センター６�

午後１時～１時１５分西部（飯盛）飯盛公民館７�

午後１時～１時１５分東部（長田・高来）高来会館７�

午後１時～１時１５分北部健康福祉センター１３�

午後１時～１時１５分中央健康福祉センター２７�

午後１時～１時１５分中央健康福祉センター８�

平成２０年８月生１歳６カ月児
健康診査

午後１時～１時１５分西部（多良見・真津山）多良見体育センター１５�

午後１時～１時１５分北部健康福祉センター２３�

午後１時～１時１５分南部森山保健センター２８�

午後１時～１時１５分西部（飯盛）飯盛公民館１４�平成２０年８月～１０月生

※歯科医院での個別健康診査を実施しています。
※対象者には前月に個人通知をします。平成１９年１０月生２歳６カ月児

歯科健康診査

１２時４５分～午後１時北部健康福祉センター９�

平成１８年１０月生３歳児
健康診査

１２時４５分～午後１時中央健康福祉センター１６�

１２時４５分～午後１時南部森山保健センター２１�

１２時４５分～午後１時西部（多良見・真津山）多良見体育センター２２�

１２時４５分～午後１時西部（飯盛）飯盛公民館１４�平成１８年８月～１０月生

※新型インフルエンザなどの感染症拡大を防ぐため、発熱などがある人は次の機会に受診するようご協力願います。日程につい
ては健康福祉センターへお尋ねください。

問い合わせ先ところ支援センター名（保育園）
２２－２２８０野中町５０８－７中央子育て支援センター

２３－３７６５小野島町２０５７－１くるみの家（ほなみ保育園）

２６－９４４８山川町２４－３ほしのこ（星の子保育園）

家庭で子育てしているお母さんたちを支援するため、市内６カ所に「子育て支援センター」があります。
※内容などについては、各支援センターへお尋ねください。

問い合わせ先ところ支援センター名（保育園）
０８０-６４２５-０２３９高来町峰１４４－３ほっとルーム（金華保育園）

２２－５９２５栗面町３１５支援センターいちご
（いちご保育園）

３５－５１４０栄町３ー２４ビッグハート　アエル

　こころとからだについて気軽に話してみませんか？
■と　き／４月１７日 午後１時１５分～３時
■ところ／アエルいさはや２階まちづくり工房
■内　容／クイズ、赤ちゃん抱っこや妊婦体験、相談
■問い合わせ先／市健康づくり推進協議会事務局（�２７-０７００）

ところとき

市民センター午後１時～３時８�

認知症の人と家族の会（渡部三津子さん）
�２６－１７６３
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■とき／４月～９月（２０回コース）
■ところ／森山スポーツ交流館
■教室名

■受講料／各教室１人５，０００円（保険料別）
■申込期限／４月３日 ※定員に満たない場合、随時受付
■問い合わせ先／森山スポーツ交流館（�３５－２８８８）

定員内容日時教室名

７０人太極拳動作と呼
吸法

毎週火曜日
午後１時３０分～３時太極拳

１００人軽めの有酸素
運動

毎週水曜日
午前１０時３０分～１１時３０分

リフレッシュ
体操

４０人水泳基礎毎週金曜日
午前１０時～１１時３０分一般水泳

４０人軽めの水中運
動

毎週金曜日
午後１時～１時５０分温水浴（男女）

４０人軽めの水中運
動

毎週金曜日
午後２時～２時５０分温水浴（女）

１００人エアロビクス毎週金曜日
午後８時～９時エアロビクス

　下村脩博士銅像建立委員会主催で、２００８年に
ノーベル化学賞を受賞された下村脩博士を招い
て、銅像建立記念講演会を行います。
■とき／４月６日 午後２時開演
■ところ／諫早文化会館
■内容／講演会　演題「ノーベル賞への道のり」
■入場料／無料
■問い合わせ先／諫早高校内下村脩博士銅像建立
委員会事務局（�２２－１２２２）

■とき
　４月２４日 ・２５日 午前１０時～午後４時
■ところ／県立総合運動公園
■内容／地元農産品販売、長崎国体ＰＲ・記録展
示、ステージショー（井上あずみ、茜つばき、
おやじバンド）、お楽しみコーナー（フワフワ、花
苗プレゼント）、がんばらんば体操、スポーツ教
室（講師：朝原宣治）、フリーマーケット、移動
動物園など
※雨天時、一部内容変更有
■問い合わせ先
　長崎県公園緑地協会（�２２－０１２９）

　新緑とツツジが彩る春の諫早公園で、国指定重
要文化財の眼鏡橋を中心にさまざまなイベントが
あなたをお待ちしています。
■とき／４月１０日 ～１８日 
■ところ／諫早公園一帯

■問い合わせ先
　諫早観光物産コンベンション協会（�２２－８３２５）

場所日時
イベント名

内容
諫早公園眼鏡橋４月１０日�～１８日�

めがね橋アーチ下の
散歩道 期間中限定、眼鏡橋のアーチをくぐれる遊歩道を設

置。眼鏡橋のアーチの下を歩いてみませんか
諫早公園眼鏡橋４月１７日�

めがね橋大合唱団 眼鏡橋を囲んで子どもからお年寄りまでみんなで歌
おう

諫早公園眼鏡橋４月１７日�午後６時３０分～
めがね橋夜の音楽会 ライトアップされた眼鏡橋をバックに、雅楽・オペラ

などの美しい音色が奏でられます

諫早公園周辺４月１０日�～１８日�新緑スケッチ大会

諫早公園一帯４月１０日�・１１日�・１７日
�・１８日�

ボランティアガイド
による歴史散歩

諫早公園芝生広場４月１０日�・１１日�・１７日
�・１８日�じげもん料理の祭典

諫早公園芝生広場４月１０日�・１１日�フリーマーケット

高城公園４月１７日�・１８日�ふれあいミニ動物園

■とき
　４月２５日 午後２時開演
■ところ
　諫早文化会館
■入場料／一般１，５００円、高校生以下５００円
■曲目
第１部【オペラの中の管弦楽名曲集】
　ベートーヴェン作曲　オペラ「フィデリオ」序曲
　ワーグナー作曲　オペラ「ローエングリン」より
　エルザの大聖堂への行進、第３幕への前奏曲、結
婚行進曲
第２部
　ブラームス作曲　「交響曲第 4番」
※未就学児を対象とした託児室有
■問い合わせ先／諫早文化協会内諫早交響楽団事
務局（�２２－１１０３）



イ
ベ
ン
ト
情
報

25 ２０１０年（平成２２年）４月号 広報 諫早

４月のイベントカレンダー　（諫早文化会館・市体育施設・県立総合運動公園などで開催される主なイベント）

問い合わせ先入場料時　間会　場内　容曜日

長崎日大高校内ハンドボー
ル協会事務局
（�２６－００６１）

無料午前９時～午後６時小野体育館、森山ス
ポーツ交流館

西日本カップ高校ハンドボール
スプリング大会（～２日）木１

県高等学校野球連盟
（�０９０－８８３８－９１４９）無料午前９時～午後５時市営野球場第３６回九州地区高等学校軟式野

球大会長崎県予選（～４日）土３

市ソフトボール協会
（�０９０－２８５３－３７８９）無料午前９時～県立総合運動公園壮年ＳＰ春季大会

日４ 大会事務局
（�０９０－３０１６－２２３６）無料午前９時～午後７時

諫早市体育館、森山ス
ポーツ交流館、飯盛体
育館

平成２２年度九州総合バレーボー
ル選手権男女９人制長崎県予選
会

詩吟朗詠　錦城会
（�２６－８８１４）１，０００円午前１１時

～午後４時３０分諫早文化会館詩吟朗詠　錦城会
長崎県本部大会

諫早市ソフトテニス連盟
（�０９０－４３４８－５１３７）無料午前９時～県立総合運動公園高校生中地区春季大会

土１０
市学童軟式野球連絡会事務
局（�０９０－８７６６－８６２９）無料午前９時～午後５時高来総合運動公園第３０回全日本学童軟式野球大会

市予選（～１１日）

市ソフトボール協会
（�０９０－２８５３－３７８９）無料午前９時～県立総合運動公園第５６回全日本総合選手権男子大

会

日１１

諫早市ソフトテニス連盟
（�０９０－４３４８－５１３７）無料午前９時～県立総合運動公園ドリーム杯諫早市ソフトテニス

大会

大会事務局
（�０９０－８６６３－８６６６）無料午前９時～午後６時森山スポーツ交流館第５回昭和堂杯ソフトバレー

ボール大会

市軟式野球連盟
（�０９０－７３９８－２６７７）無料午前９時～午後５時市営野球場高松宮賜杯第５４回全日本軟式野

球大会市予選

諫早市ソフトテニス連盟
（�０９０－４３４８－５１３７）無料午前９時～県立総合運動公園市長杯争奪中学校スポーツ選手

権大会（ソフトテニス競技）
土１７

大会事務局
（�０９０－２７１８－９６０８）無料午前９時～午後６時

中央ふれあい広場体育
館（１７日のみ）、飯盛体
育館

第５回諫早地区小学生バレー
ボール大会（～１８日）

長崎陸上競技協会
（�２１－１９２１）無料午前９時～県立総合運動公園第１回県記録会

日１８

市ソフトボール協会
（�０９０－２８５３－３７８９）無料午後１時～県立総合運動公園実年春季大会・レディースＳＰ

春季大会

卓球センター内大会事務局
（�２６－１０１７）無料午前９時～午後５時小野体育館第２６回松本杯争奪卓球大会（県

下中学生）

ＭＡＳＵＤＡスタジオ 1
（�２５－２３２４）無料午後１時３０分～４時諫早文化会館ＭＡＳＵＤＡスタジオ 1

第２０回バレエ発表会

大村城南高校
（�５４－３１２２）無料午前９時３０分～県立総合運動公園県高等学校総合体育大会ソフト

テニス地区予選

土２４ 市体育保健課
（�２２－２５４３）無料午前９時～午後５時飯盛体育館

市長杯争奪中学校スポーツ選手
権大会（バスケットボール競技）
（～２５日）

市バレーボール協会大会事
務局
（�０９０－３０１６－２２３６）

無料午前９時～午後６時諫早市体育館、多良見
体育センター

市中学生春季バレーボール大会
（～２５日）

市ソフトボール協会
（�０９０－２８５３－３７８９）無料午前９時～県立総合運動公園第５６回全日本総合選手権男子大

会
日２５

諫早市ソフトテニス連盟
（�０９０－４３４８－５１３７）無料午前９時～県立総合運動公園ヨネックス杯諫早市ソフトテニ

ス大会

日本女子テニス連盟
（�２４－２９３０）無料午前１０時～県立総合運動公園桑名杯レディーステニス大会

２０１０ by DUNLOP（～２７日）月２６

諫早市少年ソフトボール連
盟（�０９０－３０７１－３８３０）無料午前８時～県立総合運動公園第２１回諫早東ライオンズクラブ

旗少年ソフトボール大会
木２９

市体育保健課
（�２２－２５４３）無料午前９時～午後５時諫早市体育館市長杯争奪中学校スポーツ選手

権大会（剣道競技）
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▼小野大学
とき／４月２７日 午前１０時～正午
ところ／小野ふれあい会館
内容／人生楽しく愉快に過ごすため
のお話。演題「人生、泣いて笑って」
対象／高齢者
※当日参加可。成人も可

▼子ども囲碁教室
とき／４月～平成２３年２月の毎月第
２・第４土曜日午前９時３０分～１１時
３０分
ところ／小栗ふれあい会館
内容／楽しい囲碁講座
対象／小学生
申込期限／４月１日 

▼おはなし会
とき／４月１０日 午前１０時～１０時３０
分
ところ／小長井文化ホール
内容／絵本の読み聞かせ
対象／幼児・小学校低学年
※当日参加可

■とき
　４月２５日 
　・０歳～４歳：午前１０時３０分～１１時
　・５歳～小学生：午前１１時１０分～１１時４０分
■ところ
　諫早図書館　１階児童コーナーお
はなしの部屋

■内容
　手遊び、絵本の読み語り、ストー
リーテリング

■問い合わせ先
　諫早図書館（�２３－４９４６）

子ども読書の日おはなし会

　法律により定められているこの日は、広く子ど
もの読書活動についての関心を深めるとともに、
子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるた
めに設けられたものです。

◆４月１１日�
・鉄道模型（Ｎゲージ）運転会、ミニ鉄道乗車会
　午前１０時３０分～午後３時

◆４月１５日�
・おはなしおばさん「藤田浩子さんのおはなしの世界」（福島弁による昔
話や小道具を使ったおはなしなど、たのしいおはなしがたくさん！
　※要申込。
　午後３時～５時

◆４月２４日�‐としょかんへいこう！パート①‐
・としょかんマスターをめざせ！（問題を解くとレベルがあがり、いつの
まにかとしょかん名人に！）
　※小学生対象
　午前１０時３０分～午後３時
・「おはなしのじかん」スペシャル
　午前１１時～１１時３０分
・移動図書館車「本吉」を利用しよう！
　午前１０時～午後３時

◆ 5月 5日�‐としょかんへいこう！パート②‐
・「おはなしのへや」
　午前１１時～１１時３０分
・「こども映画会」（こねこのぴっちほか）
　午後２時～３時
・１日としょかん員（としょかんのお仕事体験）
　※小学校５年生～高校生。要申込。定員２人
■問い合わせ先／たらみ図書館（�４３－４６１１）

■とき
　４月１７日 午前１０時１５分～
■ところ
　諫早図書館　２階視聴覚ホール
■題目
　雪渡り（宮沢賢治原作）、吉四六ど
ん、日本昔ばなし（さるかに合戦・
たのきゅう）

■定員
　１００人程度
■問い合わせ先
　諫早図書館（�２３－４９４６）

子ども映画教室

■とき
　４月１８日 午後１時３０分～３時
■ところ
　諫早図書館　２階視聴覚ホール
■演題
　声に出して読む日本の名作古典①
「古今和歌集（２）」
■講師
　平田 男館長
■問い合わせ先
　諫早図書館（�２３－４９４６）

諫早図書館講座

たらみ図書館映画上映会
■とき／４月２３日 午後 3時～　■ところ／たらみ図書館　海のホール
■内容／アヒルと鴨のコインロッカー（原作：伊坂幸太郎）
■問い合わせ先／たらみ図書館（�４３－４６１１）
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菜の花、桜、ツツジに新緑
ぽかぽか陽気に誘われて
春うららかな日和に
ちょっとでかけてみませんか

白木峰高原
　高原いっぱいの黄色いじゅうたん
と桜、眼下に広がる大パノラマが皆
さんをお待ちしています。
■見頃／３月下旬～
■問い／市緑化公園課

山茶花高原ピクニックパーク
　観覧車やコイン式レール機関車な
ど家族みんなで楽しめます。
■見頃／４月上旬～
■問い／山茶花高原ピクニックパー
ク（�３４－４３３３）

諫早公園
　４月１０日 ～１８日 まで「２０１０諫
早つつじ祭り」が開催されます。
■見頃／４月上旬～
■問い／諫早観光物産コンベンショ
ン協会（�２２－８３２５）

古川（ふるこ）の桜
　多良見地域のＪＲ長崎沿線沿いの
国道２０７号にある桜並木。ドライブ
客の目を楽しませてくれます。
■見頃／３月下旬～
■問い／多良見支所産業振興課
（�４３－１１１１）

桜のトンネル
　国道５７号から国道２５１号へ抜ける
市道唐比長走線の沿道は桜の枝がト
ンネルみたいになっています。
■見頃／３月下旬～
■問い／森山支所産業振興課
（�３６－１１１１）

小江公園
　高来地域の小高い丘にある小江公
園。見晴らしもよく、満開の時期に
は多くの花見客でにぎわいます。
■見頃／３月下旬～
■問い／高来支所産業振興課
（�３２－２１１１）
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今
月
は
、市
内
の
肉
用
牛 
繁  
殖 
農
家
の
若
手
後
継

は
ん 
し
ょ
く

者
７
人
で
活
動
さ
れ
て
い
る
、「 
牛  
友 

ぎ
ゅ
う 
ゆ
う 
会 
」の
皆
さ
ん

か
い

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
繁
殖
農
家
と
は
ど
ん
な
お
仕
事
な
の
で
す
か
？

　

親
牛
に
種
付
け（
人
工
授
精
）を
し
て
子
牛
を
産
ま

せ
、そ
の
子
牛
を 
肥  
育 
農
家（
肉
牛
を
育
て
る
農
家
）

ひ 
い
く

に
売
る
こ
と
で
す
。私
た
ち
の
仕
事
は
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
で
す
け
ど
、ほ
と
ん
ど
の
肥

育
農
家
は
、私
た
ち
繁
殖
農
家
か
ら
子
牛
を
買
っ
て

肉
牛
を
育
て
て
い
る
ん
で
す
。

　

子
牛
は
雲
仙
に
あ
る
家
畜
市
場
で
セ
リ
に
か
け
ら

れ
、全
国
各
地
に
売
ら
れ
て
い
き
ま
す
。実
は
長
崎
の

牛
は
全
国
的
に
も
注
目
度
が
高
く
、高
級
ブ
ラ
ン
ド

牛
を
生
産
す
る
肥
育
農
家
が
買
い
付
け
に
来
る
こ
と

も
あ
る
ん
で
す
よ
。

■
牛
友
会
と
し
て
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　

繁
殖
農
家
と
し
て
の
技
術
を
向
上
さ
せ
て
、早
く

一
人
前
に
な
る
た
め
に
、仕
事
の
合
間
に
情
報
交
換

や
勉
強
会
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
は
、高

齢
の
畜
産
農
家
の
代
わ
り
に
牛
の
角
や 
蹄 
の
手
入
れ

ひ
づ
め

を
し
た
り
、市
場
へ
出
荷
す
る
と
き
の
誘
導
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

■
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
と
き

は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
？

　

親
牛
が
無
事
に
子
牛
を
生
ん
で
く
れ
た
と
き
は
本

当
に
嬉
し
い
で
す
ね
。で
も
、無
事
に
生
ま
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
気
は
抜
け
ま
せ
ん
。子
牛
は
寒
さ
に
弱
く

デ
リ
ケ
ー
ト
で
す
。ミ
ル
ク
を
よ
く
飲
む
か
、咳
を
し

て
な
い
か
、鼻
水
は
出
て
い
な
い
か
、小
さ
な
変
化
も

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
大

事
に
育
て
た
子
牛
に
、良
い
値
段
が
つ
い
た
と
き
が

一
番
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

■
今
後
は
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　

私
た
ち
は
今
、遊
休
地
を
活
用
し
た
放
牧
を
計
画

し
て
い
ま
す
。放
牧
を
す
る
と
適
度
な
運
動
が
で
き

る
の
で
健
康
的
に
育
つ
し
、良
い
子
牛
も
生
ま
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、草
を
牛
が
食
べ
る
の
で
遊

休
地
が
荒
地
に
な
り
に
く
い
、と
良
い
こ
と
尽
く
し

で
す
。そ
ん
な
風
に
、品
質
向
上
の
た
め
の
新
し
い
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

１人分 エネルギー２１０kcal
たんぱく質１３．９g

■
材
料（
４
人
分
）

つ
な
し（
こ
は
だ
）・・・・　

尾
２０

塩
・・・・・・・・・・・・・・・・
少
々

揚
げ
油
・・・・・・・・・・・・
適
量

【
三
杯
酢
】

酢
・・・・・・・・
１
／
２
カ
ッ
プ

砂
糖
・・・・・・・・・・
大
さ
じ
４

醤
油
・・・・・・・・・・
大
さ
じ
１

薄
口
醤
油
・・・・・・
大
さ
じ
１

 

■
作
り
方

①
つ
な
し
は
う
ろ
こ
を
取
り
、

内
臓
を
取
る
。腹
の
黒
い
幕

は（
臭
み
と
苦
味
が
あ
る
の

で
）き
れ
い
に
洗
い
流
す
。

水
気
を
拭
き
、薄
く
塩
を
振

り
、　

分
ほ
ど
置
く
。

３０

②
三
杯
酢
の
調
味
料
を
混
ぜ

合
わ
せ
て
お
く
。

③
つ
な
し
を
１
７
０
度
の
油

で
揚
げ
、油
を
き
っ
て
熱
い

う
ち
に
三
杯
酢
に
漬
け
込

む
。

※　

分
も
漬
け
込
め
ば
食
べ

３０ご
ろ
で
す
が
、１
日
お
け
ば

さ
ら
に
酢
が
し
み
込
み
、よ

り
軟
ら
か
く
な
り
ま
す
。

　頭からしっぽまで丸ごと食べられるので、
たんぱく質やカルシウムなど栄養満点です。
薄切りにしたタマネギやニンジンなど、野菜
を一緒につけ込むとさらにヘルシーに！

つなし（こはだ）の酢漬け
（調理例）

※「とっておきマイレシピ」も募集中です。投稿をお待ちしています！

▲風邪をひいた子牛には、隙間
風を防ぐ壁とヒーターで防寒
対策をします。

▲子どもといっても体重はすで
に３００㎏を越えているので誘導
にも一苦労です。

▲遊休地を活用した放牧

【
一
口
メ
モ
】

　

つ
な
し（
こ
は
だ
）と
は
、
体

長　

㌢
前
後
の
こ
の
し
ろ
の
別

１０
名
で
す
。
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Ａ「チーット　ヌクー　ナッタモン

　ジャッケン　シゴトン　ユー

　サバクッケン　ヨカ」

（少し暖かくなったもんだから、仕事がは
かどるからいいね）

Ｂ「ソギャン　ソギャン。ヤッパイ

　キコーン　ユーナットハ　ヨカネ」

（そうそう。やはり気候がよくなるのは
いいね）

　全問正解者の中から抽選で、毎月５人に図書カードをプレゼン
ト！答えのヒントは誌面の中です。ハガキに答えと住所、氏名、年齢、
広報誌へのご意見を書いて、４月８日 必着で秘書広報課までどう
ぞ！なお、当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。
　問題① 平成２２年度の市民一人あたりの歳出予算額は約い
　　　　 くら？
　問題② 本野地区に「○○○○施設」が完成しました。
　問題③ ４月１日から家庭で飼えなくなった犬・ねこの引取
　　　　 りが○○化されます。
　問題④ 小児マヒ予防のための○○○予防接種を実施します
　問題⑤ ２０１０諫早つつじ祭りの期間中、眼鏡橋の ○○○をく
　　　　 ぐれる遊歩道が設置されます。
●前号の答え　①１３　②被爆　③花嫁
　　　　　　　④温故知新　⑤技巧
●応募総数　　６４通

　「とっておきマイ・レシピ」（ご家庭のかんたんレシピ）、「わ
たしの宝物」（皆さんの思い出の宝物）、お気に入りのイラス
ト・写真の投稿をお待ちしています。掲載させていただいた場
合は図書カードをプレゼント！投稿・ご連絡はこちらです。↓
　�８５４－８６０１　諫早市役所　秘書広報課（住所不要）
　�２３－６０３１　�２２－１５００

　「さばける」のような動詞の語尾が「る」で終わ
る言葉は「クッ」のように促音化しています。こ
れも方言の1つの特徴と思われます。
　また「食べる→タブッ」「作る→ツクッ」「登る
→ノボッ」のように、変化して発音されます。
　諫早人は、せっかちなんでしょうか？

諫早方言の会　 神  代 　
こう しろ

 克  彦 
かつ ひこ

A
L
T
に
な
っ
て
２
年
目
の
チ
ャ
ド

さ
ん
は
、と
て
も
パ
ワ
フ
ル
で
ユ
ニ
ー
ク
。

高
来
・
小
長
井
地
域
の
小
・
中
学
校
を
ま

わ
っ
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
外
国
の
人
に
英
語
を

教
え
る
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

日
本
の
文
化
に
興
味
を
持
ち
、日
本
に
住

む
た
め
に
自
分
の
能
力
を
生
か
そ
う
と
、

A
L
T
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
明
る
く
て
元

気
だ
か
ら
、授
業
し
て
い
る
自
分
も
元
気

に
な
り
ま
す
」そ
う
笑
っ
て
チ
ャ
ド
さ
ん

は
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
ま
す
。こ
の
日
の

授
業
は
手
作
り
の
英
語
ゲ
ー
ム
。子
ど
も

た
ち
の
は
し
ゃ
ぎ
声
に
混
じ
っ
て
、ひ
と

き
わ
大
き
な
チ
ャ
ド
さ
ん
の
笑
い
声
が

豪
快
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。

元
気
を
大
切
に
す
る
チ
ャ
ド
さ
ん
。中

学
校
で
の
授
業
は
、英
語
で
話
す
こ
と
を

恥
ず
か
し
が
る
子
ど
も
が
多
い
の
で
難

し
い
と
語
り
ま
す
。「
で
も
中
学
生
も
本

当
は
元
気
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
」と
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
よ
う

に
試
行
錯
誤
中
だ
そ
う
で
す
。

最
後
に
、A
L
T
を
し
て
い
て
嬉
し
い

こ
と
を
尋
ね
る
と「
子
ど
も
た
ち
が
英
語

を
話
そ
う
と
頑
張

る
姿
や
、
上
達
し

て
い
く
の
を
見
る

こ
と
で
す
」と
、顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な

が
ら
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

【プロフィール】
・１９７３年１０月１３日生まれ
・アメリカ合衆国出身
・就任２年目
【勤務校】
高来中、小長井中、高来西
小、湯江小、長里小、小長
井小、遠竹小

チャド・ハミルトンさん
Chad Hamilton

ALT（外国語指導助手）
［Assistant Language Teacher］
とは、授業を通じて児童・生
徒が生の英語や異文化に触
れるお手伝いをしている人
です。

▲授業風景（湯江小学校）

▲お昼休みも全力で生徒た
ちと遊びます
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星
図
で
は
ま
る
で「
へ
」の
字
を
裏
返
し

た
よ
う
な
形
に
星
が
並
ぶ
お
ひ
つ
じ
座
。

こ
の
星
座
を
見
上
げ
る
た
び
に
思
い
出
す

の
が
１
９
８
５
年
の　

月
。こ
の
こ
ろ
は

１１

ハ
レ
ー
彗
星
の
接
近
の
話
題
で
持
ち
き
り

で
、大
勢
の
人
が
双
眼
鏡
や
望
遠
鏡
で
彗

星
を
探
し
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、偶
然
に

も
彗
星
の
位
置
が
お
ひ
つ
じ
座
の
尾
の
辺

り
に
重
な
っ
て
、ま
る
で 
牡
羊 
の
し
っ
ぽ

お
ひ
つ
じ

そ
の
も
の
が
光
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て

い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

神
話
に
よ
る
と
、お
ひ
つ
じ
座
は
テ
ッ

サ
リ
ア
国
の
王
子
プ
リ
ク
ソ
ス
を
救
っ
た

黄
金
の
牡
羊
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ッ
サ
リ
ア
国
に
は
、プ
リ
ク
ソ
ス
王
子

と
そ
の
妹
ヘ
レ
ー
王
女
と
い
う
兄
妹
が
い

ま
し
た
が
、２
人
は
意
地
悪
な
義
理
の
母

イ
ノ
ー
王
妃
か
ら
憎
ま
れ
、策
略
に
よ
っ

て 
生  
贄 
に
選
ば
れ
て
し
ま
い
ま
す
。２
人

い
け 
に
え

の
実
の
母
ネ
フ
ェ
レ
は
イ
ノ
ー
王
妃
の
巧

妙
な
策
略
の
前
に
、わ
が
子
の
危
機
を
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、神
に
助
け
を
願

う
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。い
よ

い
よ
２
人
が
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、

空
か
ら
金
色
に
輝
く
牡
羊
が
舞
い
降
り
て

き
て
２
人
を
背
中
に
乗
せ
、空
の
彼
方
へ

と
飛
び
去
り
ま
し
た
。こ
の
牡
羊
は
母
ネ

フ
ェ
レ
の
願
い
を
聞
い
た
大
神
ゼ
ウ
ス
が

送
っ
た
も
の
で
し
た
。し
か
し
、高
い
場
所

が
苦
手
な
ヘ
レ
ー
王
女
は
逃
げ
る
途
中
空

の
上
で
気
を
失
い
、海
へ
落
ち
て
し
ま
い

ま
し
た
。妹
を
失
い
悲
し
み
に
暮
れ
る
プ

リ
ク
ソ
ス
王
子
で
し
た
が
、逃
げ
延
び
た

先
の
コ
ル
キ
ス
国
で
温
か
い
歓
迎
を
受
け

て
立
ち
直
り
、助
け
て
く
れ
た
牡
羊
を
神

へ
の
感
謝
の
印
と
し
て
ゼ
ウ
ス
の
神
殿
へ

捧
げ
、そ
の
黄
金
の
毛
皮
を
コ
ル
キ
ス
の

国
王
ア
イ
エ
ー
テ
ス
へ
献
上
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
２
０
０
０
年
も
前
の
ギ
リ
シ
ャ

時
代
、年
の
初
め
と
さ
れ
て
い
た
春
分
の

日
に
、太
陽
は
こ
の
お
ひ
つ
じ
座
の
位
置

で
輝
い
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
た
め
黄
道
第
１
番
目
の
星
座
と
し
て
当

時
の
人
々
に
尊
重
さ
れ
て
い
ま
し
た
。つ

ま
り
、カ
レ
ン
ダ
ー（
暦
）が
作
ら
れ
た
古

代
天
文
学
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、現
在
も
星
座
占
い
の
順
番
で
最

初
に
呼
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

（
コ
ス
モ
ス
花
宇
宙
館　

山
口　

守
）

広報諫早№６１
 ������������

★
星
の
豆
知
識【
あ
と
が
き
】

　

私
は
、子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
星
空
ば
か
り

見
上
げ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
私
に
父
は

「
天
体
観
測
は
生
活
の
た
め
に
は
何
に
も
な

ら
な
い
」と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　

一
見
、私
た
ち
の
日
常
生
活
と
宇
宙
は
関

係
が
無
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、地
球
そ
の

も
の
が
宇
宙
の
一
部
で
あ
り
、宇
宙
の
動
き

が
地
球
環
境
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
メ
カ
ニ

ズ
ム
な
ど
、解
き
明
か
さ
れ
て
い
な
い
謎
が

ま
だ
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
あ

な
た
も
宇
宙
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん

か
？
そ
こ
に
は
ま
だ
誰
も
見
た
こ
と
の
な

い
不
思
議
な
世
界
が
あ
り
、も
し
か
す
る
と

あ
な
た
も
新
た
な
発
見
者
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
！

●
夕
暮
れ
の
空
に
集
ま
っ
た
星
た
ち
に
注
目
！

　

西
の
低
空
に
水
星
と
金
星
が
見
え
始
め
ま

す
。さ
ら
に
、　

日
に
は
細
い
月
が
並
ぶ
の
で

１６

美
し
い
眺
め
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ま
た
、

南
の
空
は
土
星
や
火
星
が
観
察
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。望
遠
鏡
で
ぜ
ひ
観
察
し
て

く
だ
さ
い

●
火
星
が
プ
レ
セ
ペ
星
団
に
接
近
！

　

日
没
後
、南
の
空
に
赤
い
光
を
放
っ
て
い

る
火
星
を
双
眼
鏡
で
見
る
と
、周
り
に
見
え

て
い
る
星
の
数
が
毎
日
違
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。　

日
か
ら　

日
ご
ろ
に
か
け
て
火
星

１２

１８

は
星
の
大
集
団（
プ
レ
セ
ペ
星
団
）に
近
づ
き

ま
す
。火
星
の
周
り
は
数
十
個
の
白
い
星
た

ち
が
輝
い
て
、美
し
い
眺
め
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

●
二
つ
の
流
星
群
に
注
目
！

　
　

日
の
夜
に
は「
こ
と
座
流
星
群
」が
、さ

２３
ら
に　

日
ご
ろ
に
は「
お
と
め
座
流
星
群
」が

２６

見
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。い
ず
れ
も
街
明
か
り

の
少
な
い
場
所
で
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
、見
ご
ろ
に
な
る
星
た
ち

【（神話の世界vol.１２おひつじ座）の星図は株式会社アストロアーツのステラナビゲータを使用しました】


